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　年に一度の総会・懇親会は毎回、恩師の先生方からの楽しいお話
やゲストのミニコンサート、ビンゴゲームで盛り上がり、最後は校歌
斉唱。まだ参加された事のない方はぜひ一度のぞいて見て下さ
い。同じ吹田高校の学び舎で青春を過ごしたご縁を大切に、世代を
こえた良き出会いをお楽しみ下さい。飛び入り参加も大歓迎です。

平成21年度

鳳志会の総会
＆懇親会

鳳志会プレス6号によせて

場　所／吹田市文化会館（メイシアター）レセプションホール
吹田市泉町2丁目29-1（阪急千里線　吹田駅下車スグ）
106-6380-2221

総　会／午前11時～午前11時45分
懇親会／正午～午後2時
会　費／6,000円（ただし、56・57期生は無料）
　　　　　会長挨拶・校長先生や恩師挨拶
　　　　　乾杯・食事と歓談
　　　　　ミニライブ・ビンゴゲーム
　　　　　全員で校歌斉唱・お開き

日時／平成21年6月21日（日）
　　　午前11時～午後2時

第1期卒業生から、毎年卒業生の中から「鳳志会」の幹事
となる評議員が各クラス2名程度任命されています。
本年も57期生で14名の評議員の皆さんが選任されました。
評議員の役割は、各年度の卒業生の取りまとめ、母校と
のパイプ役、鳳志会活動への参画等です。年1回の「鳳
志会総会」にはぜひご出席いただきたくお願い致します。

「評議員」の皆様へ御願い

　今年も例年通りこの鳳志会プレス6号をお届けすることができ
ました。春まだ遠い2月初旬に始まり4回の編集会議を経て印刷さ
れたものです。更に有志のボランティアによって3日がかりの封
緘、発送作業の後に一年振りに皆様の手元に届けられたプレスで
す。多忙の中で寄稿いただいた皆様方の誠意と制作に協力いただ
いたスタッフの方々の熱い情熱を感じていただければ幸いです。
　さて本年も252名の卒業生（57期生）が未曽有の経済環境の
中厳しい実社会へと巣立ちました。また同時に我々の仲間として
鳳志会の一員となられました。一方、公立高校の入試において吹
高は昨年に引続き多勢の入学志願者があり第1学区（北野・茨木を
はじめ25校）中、2番目の高い競争率1.40倍の難関を見事に突
破した280名の新入生が第60期生として入学されました。

卒業生の皆さん、そして新入生の皆さん、本当におめでとうござい
ます。毎年受け継がれる恒例のバトンタッチですが、母校吹田高校
は本年開校60年を迎えます。多勢の先輩が育み築かれた伝統に
培われた母校が歴史の重みを伝えつつ燦然と輝く姿は我々の誇り
であります。第6号の表紙は、まさにその母校に学ぶ元気闊達な吹
高生をいきいきと表現しています。これからも伝統と現在、さらに
未来が調和した吹田高校を守り育てて行きたいと強く心に感じて
います。今年も6月21日（日）の総会及懇親会にはひとりでも多く
の皆様とお会いできることを楽しみにしています。
　最後になりましたが、皆様方のご多幸とご健勝を心より祈念申し
上げます。また今年度も鳳志会活動に対して一層のご協力とご支
援をよろしくお願いします。鳳志会会長　上村和輝
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気軽に楽しく健康づくり

会員募集中！

■営業時間/月～金　10：00～22：30
　　　　　/土曜日　10：00～20：00
　　　　　/祝祭日　10：00～19：00
■休 業 日/毎週日曜日・お盆・年末
　　　　　 年始・その他（施設点検日等）

スイミング・器械体操・サッカークラブ
〒533-0004　大阪市東淀川区小松1丁目5番3号
　　　　　　　　阪急上新庄駅より徒歩3分
お問い合わせは 106-6326-5577

同時募集中！
会　長　寺 西 重 博  （6期）
理事長　土 手 基 史  

いい人　いい街　いい笑顔

〒567-8651　茨木市西駅前町９番３２号
TEL.０７２-６２３-４９８１　FAX.０７２-６２２-１５７７

ホームページ　http://www.settsu-suito.jp

本　　社 〒533-0004　大阪市東淀川区小松1丁目16番25号
T　E　L 06-6328-4123　
F　A　X 06-6328-6641
U　R　L http://www.miyagawa.co.jp
拠　　点 国内：大阪・滋賀・広島・山口
 海外：タイ・マレーシア

プラスチック＆ファインセラミックスで新未来を創造

宮川化成工業株式会社
代表取締役会長　宮川征四郎（8期）

【工学部・情報通信工学部・医療福祉工学部・総合情報学部】
2009年4月新設『金融経済学部 アセット・マネジメント学科』

工学部電気電子工学科教授・医学博士　藤崎紘久（8期）

〒572-8530 大阪府寝屋川市初町18-8　TEL 072-824-1131
E-mail nyushi@isc.osakac.ac.jp　ケータイ http://denmoba.jp

鳳志会で結ばれた二人（右から2・3人目）にはも
うこんな可愛いあかちゃんが誕生しました

いつも懇親会を盛り上げてくれ
る４９期の大野賢治君

心臓移植に成功し元気な姿を見せ
てくれた４９期の小笠原憲一君（右）

前列左が長谷先生、　前列右が上村会長

懇親会の最後
はみんなで校歌
斉唱

社会の未来、自分の将来をつくる“実学教育”

栗本　昇さんが描いた吹田高校の切り絵　今はもうないラグビーのポールも　（昭和62年5月号の市報すいたから）詳細は7ページ
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昭和28年3月　吹田高等学校　卒業
昭和28年4月　立命館大学　経済学部　入学
昭和32年3月　同校　卒業
昭和32年4月　油空圧・空調設備専門商社　富士商（株）入社
平成  9年6月　同社　取締役　営業部長にて退職
現在　地区の連合自治会、副会長として活動
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 修学旅行　概要
　昭和27年6月1日～5日

■引率教官
　総指揮／太田先生（体育）　
　会計／瀬戸川先生（数学）
　交渉連絡／増田先生（数学）
　記録印刷／見吉先生（生物）、下司先生（物理）
　救護班／吉岡先生（家庭）、越智先生（保健）

■携行品
　弁当3食分、白米1升、水筒、雨具、洗面具etc
注）弁当3食分は出発日の夕食、翌朝の朝食、昼食　白米1升
は当時まだ米は配給制度で旅館で食事するには米を持っていか
ないと食べられなかった。

■参加者　男子98名、女子89名　　計187名

■服　装　男子は制服、制帽着用　女子は制服着用の事

6月1日　14時30分　関西汽船　天保山待合室集合（現在の大
阪港）　15時30分　天保山港発　関西汽船 こがね丸に乗船

待望の修学旅行が始まった！！船底の3等なので暑く、また興奮で
中々寝付かれなかった。神戸、高松、今治、高浜（現在の松山）港
を経由し別府港着　2日の午後1時、亀の井バスにて地獄めぐり
※宿泊は別府市内の二条館でした（今は廃業されて無いようです）

6月3日　別府発7時前の普通列車にて坊中駅（現在の阿蘇駅）
着11時過ぎ

バスにて阿蘇山を見学し熊本に向う、市内を車中より見学し熊本
駅より三角に向かい三角港より連絡船で島原へ　午後8時ごろ
到着　宿泊は島原、南風楼
※南風楼につきましてはインターネットで検索しますと結婚式場も
有る素晴らしい豪華ホテルになって今も営業中のようです。

6月4日　南風楼　午前7時出発、前夜遅く着き翌朝早い出発、
強行軍でした

バスで雲仙経由長崎へ　車中より市内見学　長崎駅12時半頃
の列車にて

鳥栖着17時前、鳥栖発19時32分の鈍行列車で一路大阪へ

6月5日　14時48分　大阪着　解散、船中1泊旅館2泊、夜行
列車1泊の強行軍の4泊5日の修学旅行でしたが友情を深め合
い、楽しい思い出を残した。

2年生の時

平成20年7月撮影　オリエント急行にて（シンガポール～バンコク）

3

昭和29年3月　吹田高等学校卒業
昭和29年4月　日本電信電話公社
大阪市外電話局入社
その後、近畿電気通信局　堺電報電
話局　滋賀電気通信部　大阪電話番
号案内局　大和高田電報電話局　京
都市外電話局の各局勤務（社名変更）
平成4年3月　日本電信電話株式会社
　　　　　　　網野営業所退社
平成4年4月　近畿電話広告株式会社
　　　　　　入社
平成13年9月　NTT関西電話帳株式

会社退社（社名変更）
平成16年4月　NPO法人シニア自然

大学入学
平成17年3月　同上大学卒業
平成17年4月　「ソラードの会」入会
万博公園で幼小中学校の自然観察の
授業支援活動を始め現在に至る
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で
退
学
。

家
業
再
建
に
専
念
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、当
時
同
期
生
の
水
川
泰

三
君（
一
昨
年
六
月
残
念
な
が
ら

逝
去
）な
ど
が
最
低
高
校
だ
け
は

卒
業
し
な
く
て
は
〜
と
の
熱
心
な

説
得
に
母
も
同
調
し
て
翌
年
四

月
再
入
学
し
た
。こ
の
件
で
は
、当

時
担
任
の（
故
）瀬
戸
川
淳
先
生
、

水
川
君
、そ
し
て一
期
生
の
方
々
の

ご
尽
力
に
感
謝
の
気
持
は
今
で
も

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

復
学
後
、二
期
生（
同
期
生
）原

健
次
君（
現
在
、山
一物
産
精
機
製

造
社
長
）と
親
し
く
な
り
音
楽
や

次
代
の
放
送
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、放
送
部
に
入
っ
た
。当
時
の
部

室
は
教
員
室
の
隣
に
板
囲
い
の
粗

末
な
部
屋
だ
っ
た
が
、数
学
担
当

の
美
見
昭
光
先
生
が
部
長
に
就

任
さ
れ
本
格
的
な
ス
タ
ジ
オ
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

設
立
当
時
は
原
君
や
私
を
含

め
三
〜
四
名
だ
っ
た
が
、四
期
生
の

藤
原
英
一君
や（
故
）宮
下
富
夫
君

が
入
部
後
技
術
部
と
演
出
部
に

分
け
本
格
的
な
活
動
に
入
っ
た
。

技
術
部
は
原
君
を
中
心
に
当
時

資
材
の
乏
し
い
な
か
、立
派
な
ア
ン

プ
を
完
成
さ
せ
た
。当
時
校
内
マ

ラ
ソ
ン
が
あ
り
、そ
の
実
況
中
継
の

た
め
走
者
の
通
過
拠
点
、山
田
、

千
里
山
よ
り
校
内
に
中
継
放
送

を
お
こ
な
っ
た
。実
況
中
継
は
成

功
し
た
が
、電
波
管
理
局
か
ら
大

目
玉
を
く
ら
っ
た
。当
時
の
小
松

校
長
に
お
わ
び
に
行
き
厳
し
い
お

し
か
り
を
受
け
た
が
、帰
り
際
の

校
長
の
笑
顔
は
今
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。

　

演
出
部
は
、当
時
生
野
高
校
生

だ
っ
た（
作
家
）藤
本
義
一
氏
ら
と

N
H
K
大
阪
で
よ
く
講
義
を
受

け
た
。そ
し
て
校
内
で
は
、放
送

劇「
夕
鶴
」「
え
り
子
と
共
に
」を

三
期
生
・
小
林
佳
代
子
さ
ん（
旧

姓:

那
須
）主
演
で
放
送
。マ
イ
ク

に
向
か
っ
て
表
現
力
を
い
か
に
高

め
る
か
を
勉
強
し
た
。あ
っ
と
い
う

間
の
三
年
間
だ
っ
た
が
、部
活
に
よ

り
大
変
有
意
義
な
高
校
生
活
を

送
れ
た
。

　

放
送
部
O
B
会
は

二
〜
三
年
に
1
回
行

な
っ
て
い
る
。遠
方
へ
は

三
期
生
・
清
岡
壬
名

子
さ
ん（
旧
姓:

今
尾
）

を
訪
ね
て
高
知
で
の

開
催
は
楽
し
い
想
い

出
だ
っ
た
。一
昨
年
は

美
見
先
生
を
島
根
よ

り
お
呼
び
し
て
、四
期

生・福
地
佐
代
子
さ
ん

（
旧
姓:

黒
島
「
ご
主
人
は
現

N
H
K
会
長　

福
地

茂
雄
氏
」）の
元
勤
務

先
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田

工
場
を
見
学「
先
人
の

碑
」で
四
期
生（
故
）宮

下
君
を
し
の
ぶ
会
を
お

こ
な
っ
た
。

　

こ
の
様
に
四
期
生
ま

で
は
O
B
会
を
開
催
し

て
い
る
が
放
送
部
五
期

生
以
降
の
方
々
と
の
つ
な

が
り
が
な
く
、今
回
原
稿

依
頼
を
い
た
だ
い
た
機
に

後
輩
の
皆
さ
ん
と
お
会
い

し
た
く
思
っ
て
い
る
。

　

個
人
的
に
は
今
年
で
東

京
生
活
満
50
年
に
な
る
。

今
に
し
て
思
え
ば
吹
高
も
創
立

時
に
入
学・勤
務
先
で
も
東
京
営

業
所
開
設
で
の
赴
任
。そ
し
て
、

新
会
社
設
立
と
い
つ
も
新
し
い
挑

戦
の
55
年
間
で
あ
っ
た
。

　

今
思
う
に
、当
時
の
吹
高
生
全

員
が
他
の
高
校
に
な
い
”
何
か
を

創
ろ
う
！
“
と
い
う
意
欲
に
燃
え

て
い
た
。そ
の
志
が
自
分
の
何
処

か
に
今
で
も
生
き
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

経　歴

昭和29年　吹田高校卒業（二期生）
同年　大西商事（株）に入社（現テクノ大西）
昭和34年　東京営業所開設に伴い東京へ赴任
昭和39年　同社取締役所長
昭和46年　同社取締役東京支店長
昭和53年　同社常務取締役東京支店長
昭和60年　同社退社
昭和62年　（株）タナックを設立。代表取締役。

現在に至る。
現在　国分寺市音楽連盟会長　国分寺市文化
連絡協議会副会長　昔の少年少女合唱隊隊長

「最近の音楽連盟の主な活動」
・2007年11月　立川市民会館にてモーッアルト
生誕250年記念コンサートを日本フィルハーモニ
ー交響楽団・国分寺市音楽連盟合唱団と共演。
モーッアルトレクイエムを歌う。
・2008年7月　吹田市在住チベット歌手、バイマ
ーヤンジンさんを迎えてチャリティーコンサートを国
分寺市立いずみホールで開催。
・2009年1月6日　「青島広志おしゃべりコンサー
ト」に昔の少年少女合唱隊が出演。
・2009年1月25日　コソボフィルハーモニー交響
楽団常任指揮者　柳澤寿男氏と東京シティフィ
ルハーモニック管弦楽団・国分寺市音楽連盟合
唱団とベートーヴェン「第九番」を所沢市民会館
大ホールで歌う。
・今後の予定として、2010年7月コソボフィルハー
モニー交響楽団を日本に招聘し東京、長野、大阪
で演奏会を開く予定

　

私
は
現
在
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
千
里
の
万
博
公
園
で
主
と
し
て

小
学
校
の
総
合
学
習
科
、生
活
科
、

理
科
の
授
業
時
間
を
利
用
し
て
や

っ
て
く
る
子
供
達
の「
自
然
観
察
」

や「
自
然
工
作
」の
授
業
支
援
活
動

を
し
て
い
ま
す
。こ
の
種
活
動
の
き

っ
か
け
は
今
か
ら
5
年
前
N
P
O

法
人
シ
ニ
ア
自
然
大
学
に
在
学
中
、

先
輩
か
ら
小
学
校
の
子
供
達
と

「
自
然
観
察
」や「
自
然
工
作
」の

授
業
支
援
活
動
を
や
っ
て
み
な
い

か
と
声
を
か
け
ら
れ
、私
と
し
て

も
自
然
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
生

か
さ
れ
る
、子
供
達
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
生
き
る
喜
び
が
得
ら
れ

る
、ま
た
地
域
社
会
に
も
貢
献
で

き
る
こ
と
な
ど
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
始
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
4
年
間
の
授
業
支
援
数
は

小
学
校
で
延
べ
1
5
0
校
、子
供

達
は
延
べ
1
万
2
2
0
0
名
に
達

し
た
。こ
れ
を
季
節
別
に
見
る
と

秋
季
が
一
番
多
く
、全
体
の
65
％

（
7
9
3
0
名
）を
占
め
て
い
ま

す
。ま
た
内
容
別
で
は「
自
然
工
作

」が
50
％（
6
1
0
0
名
）、「
自
然

観
察
」が
40
％（
4
8
8
0
名
）、

「
自
然
観
察・工
作
併
用
」が
10
％

（
1
2
2
0
名
）と
な
って
い
ま
す
。

　
「
自
然
観
察
」は
春・秋・冬
の
特

徴
が
生
か
さ
れ
る
木
々
や
草
花
を

選
び
万
博
公
園
の「
学
習
の
森
」を

中
心
と
し
た
コ
ー
ス
設
定
を

行
い
、時
間
は
60
分
〜
90
分

内
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
観
察
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
工
作
」は
万
博
公

園
の
木
々
を
伐
採
剪
定
し

木
っ
端・輪
切
り
の
板・マ
ツ
カ

サ
や
木
の
実
な
ど
を
材
料
と

し
て
時
間
は
60
分
〜
90
分

内
で
子
供
達
は
自
由
に
楽

し
く
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
の
他
07
年
に
は
視
覚

障
害
者
用
の
万
博
公
園
＝

触
地
図
の
作
成
や
視
覚
障

害
者
や
不
登
校
生
徒
の
自

然
観
察
な
ど
も
行
い
、好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　

授
業
支
援
終
了
後
に
は
、必
ず

「
タ
ラ
ヨ
ウ
」の
葉
っ
ぱ（
ハ
ガ
キ
の

木
）で「
万
博
公
園
に
来
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」の
礼
状
を
小
学
校

等
に
出
し
て
い
ま
す
。各
学
校
等

か
ら
は
御
礼
の
手
紙
や
子
供
達
か

ら
は一
人
一
人
の
作
文
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、こ
の
種
の
関
心
の
高
さ
が

伺
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、私
も

こ
の
4
年
間
子
供
達
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
経
験
や
体

験
が
で
き
て
満
足
し
て
い
ま
す
。今

後
も
健
康
に
留
意
し
、子
供
達
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
授
業
支
援

活
動
を
継
続
し
、少
し
で
も
地
域

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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生
か
せ
、文
武
両
道
の
道

１１
期
生
　
上
野
　
和
明

昭和19年　8月29日生まれ
昭和38年　吹田高校卒業（陸上部）
昭和42年　大阪商業大学経営学部卒業（空手部）
　　　　　読売新聞吹田直売所経営
昭和54年～平成7年　吹田市議会議員（4期16年）
　　　　　吹田市議会議長（平成3年～4年）
平成11年～現在　大阪府議会議員（3期目）

経　歴

昭和43年　吹田高校卒業
昭和50年　25世観世宗家に入門
昭和55年　独立
以後シテ方観世流能楽師として大阪を中心に
活動。社団法人能楽協会会員、日本能楽会
会員、大阪支部副支部長、大阪観世会理事

経　歴

　

私
は
、大
阪
府
会
議
員
に
な
って

か
ら
、ず
っ
と
吹
田
高
校
の
卒
業
式

に
出
席
し
て
お
り
ま
す
。今
年
も

第
57
回
の
卒
業
式
に
吹
田
高
校
の

門
を
く
ぐ
っ
て
、会
場
へ
と
向
か
っ

た
。校
舎
も
き
れ
い
に
外
装
の
ペ
ン

キ
が
塗
ら
れ
、見
違
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。僕
の
卒
業
式
は
今

か
ら
46
年
前
古
い
体
育
館
で
挙
行

さ
れ
、〔
光
陰
矢
の
ご
と
し
〕で
あ
り

ま
す
。今
と
昔
で
の
卒
業
式
の
違
い

は
、制
服
が
男
女
共
変
わ
り
、雰
囲

気
も
キ
リ
ッ
ト
し
た
気
持
ち
か
ら

楽
し
い
雰
囲
気
に
か
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
生
徒
数
も一学
年
、4
0
0
名

か
ら
2
5
2
名
と
約
1
5
0
名
少

な
く
な
り
、少
子
化
社
会
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。卒
業
式

に
来
て
い
つ
も
思
い
ま
す
の
は
、校

舎
の
前
の
ソ
テ
ツ
の
木
が
46
年
も
経

つ
と
、こ
ん
な
に
大
き
く
な
る
の
か

と
感
心
す
る
ほ
ど
大
き
く
な
っ
た
。

自
分
は
陸
上
部
に
入
っ
て
砲
丸
投

げ
を
し
て
い
た
の
で
、グ
ラ
ン
ド
に

出
て
、セ
メ
ン
ト
で
作
っ
た
丸
い
フ
ィ

ル
ド
を
さ
が
し
た
が
、み
つ
か
ら
ず

残
念
で
し
た
。

　

昭
和
35
年
に
吹
田
高
校
に
入

学
、当
時
は
受
験
倍
率
は
2.5
倍
ぐ

ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。僕
は
、吹
田

高
校
一本
で
受
験
を
し
た
の
で〔
落

ち
た
ら
、ど
な
い
な
る
ね
ん
、絶
対

に
合
格
し
な
い
と
行
く
と

こ
ろ
が
な
い
〕そ
ん
な
気
持

ち
で
必
死
で
ガ
ン
バ
ッ
タ
。

合
格
発
表
日
、自
分
の
受

験
番
号
を
見
つ
け
て
、大

変
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
山
田
か
ら
吹
田
高
校
ま
で
、

30
分
ほ
ど
か
け
、自
転
車
通
学
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
自
転
車
、新
し
い
制
服

と
カ
バ
ン
を
持
って
意
気
揚
々
と
楽

し
く
高
校
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。当

時
は
道
が
完
全
に
舗
装
さ
れ
て
お

ら
ず
、パ
ン
ク
し
て
授
業
に
遅
れ
て

先
生
か
ら
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。

吹
高
に
入
学
し
て
、す
ぐ
に
陸
上

部
に
入
部
、部
屋
は
汗
と
何
か
腐

っ
た
よ
う
な
に
お
い
で
臭
く
、蚊
が

いっ
ぱ
い
お
り
、こ
こ
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
服
に
着
替
え
て
練
習
に
参
加
。

初
め
は
、や
る
気
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、先
輩
の
滝

さ
ん
か
ら【
俺
が
し
こ
ん
だ
る
、ガ

ン
バ
レ
】ま
た
、キ
ャ
プ
テ
ン
の
村
田

さ
ん
か
ら
も【
砲
丸
を
投
げ
る
の

に
は
瞬
発
力
と
ス
ピ
ー
ド
や
か
ら
、

足
腰
を
鍛
え
な
あ
か
ん
、俺
と
一

緒
に
毎
日
走
れ
】と
言
わ
れ
練
習

に
励
み
ま
し
た
。記
録
も
段
々
あ

が
っ
て
、私
自
身
1
0
0
m
を
11・

8
秒
で
走
れ
る
よ
う
に
な
り
驚
き

ま
し
た
。砲
丸
の
記
録
も
飛
躍
的

に
伸
び
、大
阪
府
の
大
会
で
い
つ
も

ベ
ス
ト
3
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

3
年
生
の
と
き
は
近
畿
大
会
か
ら

全
国
大
会
へ
と
、大
阪
代
表
と
し

て
出
場
、吹
高
始
ま
って
以
来
初
め

て
の
全
国
大
会
の
出
場
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。ま
た
、卒
業
式
で
は

先
輩
諸
兄
の
ご
指
導
の
お
か
げ

で
、秩
父
之
宮
賞
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

　

吹
田
高
校
の
陸
上
部
で
の
体
験

が
今
日
の
自
分
の
根
性
を
作
っ
て

く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。【
や
ら

ば
出
来
る
、あ
き
ら
め
た
ら
あ
か

ん
】の
思
い
を
痛
感
い
た
し
ま
し

た
。こ
の
と
き
、野
球
部
も
P
L
に

負
け
ま
し
た
が
、大
阪
大
会
で
、ベ

ス
ト
4
で
大
変
な
、快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。吹
高
は
文
武
両
道

の
校
風
が
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
も
勉
学

も
盛
ん
で
、本
当
に
素
晴
ら
し
い
学

校
で
あ
る
と
自
負
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
は
60
周
年
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、60
周
年
を
契
機
に
文
武

両
道
の
校
風
に
一
層
の
磨
き
を
か

け
、ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

吹
田
高
校
を
卒
業
し
て
◆
友
情
と
仕
事
と

１６
期
生
　
上
野
　
朝
義

　

大
阪
市
内
の
中
学
か
ら
、吹
田

高
校
へ
入
学
し
た
と
き
、田
園
風

景
の
中
に
あ
る
そ
の
校
庭
の
広
さ

に
す
こ
し
驚
い
た
も
の
で
し
た
。

私
は
比
較
的
の
ん
び
り
と
高
校
生

活
を
送
り
ま
し
た
が
、な
に
よ
り

も
そ
こ
で
得
た
も
の
は
友
人
達
と

巡
り
あ
え
た
こ
と
で
す
。

　

私
を
含
め
て
四
人
組
で
、卒
業

し
て
も
そ
の
付
き
合
い
は
ず
っ
と

続
い
て
、や
が
て
家
族
ぐ
る
み
で
話

に
花
が
咲
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。し
か
し
一
昨
年
、そ
の
う
ち
の一

人
を
な
く
し
ま
し
た
。彼
と
は
よ

く
飲
み
、い
つ
も
青
春
に
も
ど
れ
る

仲
間
で
し
た
。仕
事
以
外
で
若
い

と
き
か
ら
の
仲
間
は
本
当
に
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
す
。後
輩
の

諸
君
に
も
、ぜ
ひ
そ
の
よ
う
な
友

情
を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
吹
田
高
校
を
昭
和
43
年

に
卒
業
し
て
か
ら
、私
は
家
業
で

あ
る
能
楽
の
道
を
本
格
的
に
歩
み

は
じ
め
ま
し
た
。若
い
と
き
の
東

京
の
観
世
流
宗
家
で
の
修
行
時

代
は
大
阪
を
離
れ
、友
人
た
ち
と

も
年
に
数
え
る
ほ
ど
し
か
会
う
事

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、以
来

そ
の
道
を
歩
み
つ
つ
、現
在
、私
は

大
阪
の
舞
台
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。本
来
の
活
動
の
ほ
か
、能

を
本
格
的
に
志
す
若
手
の
育
成

や
、地
域
で
の
催
し
と
し
て
能
の
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
を
お
こ
な
っ
た
り
、

最
近
で
は
一
部
学
校
で
の
授
業
も

受
け
持
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

能
の
お
話
を
少
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、能
の
テ
ー
マ
の
中
で

は
現
代
人
に
も
通
じ
る
人
生
観

や
死
生
観
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て

お
り
、人
は
い
つ
の
時
代
で
も
同
じ

想
い
を
抱
き
な
が
ら
生
き
て
い
く

も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。だ
か

ら
こ
そ
私
は
そ
れ
に
た
ず
さ
わ
る

も
の
と
し
て
先
人
の
想
い
を
現
代

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

大
胆
に
単
純
化・表
象
化
さ
れ

た
能
舞
台
で
は
、時
間
と
空
間
の

揺
ら
め
く
中
で
の
普
遍
的
な
魂
の

存
在
が
表
現
さ
れ
、そ
の
情
趣
を

味
わ
う
こ
と
こ
そ
が
能
の
魅
力
だ

と
言
え
ま
す
。

　

抑
制
さ
れ
た
緩
や
か
な
動
き

か
ら
一
転
し
て
の
激
し
い
躍
動
感
、

絢
爛
と
し
た
能
衣
装
や
、能
楽
堂

の
照
明
に
渋
く
深
い
表
情
を
見
せ

る
能
面
の
魅
力
。

　

中
に
は
ウ
ト
ウ
ト
と
眠
り
を
誘

わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。「
ど

う
ぞ
、ゆ
っ
く
り
と
お
眠
り
く
だ

さ
い
。」と
私
は
言
っ
て
い
ま
す
。地

謡
の
声
が
朗
々
と
能
楽
堂
に
流
れ

る
中
で
の
う
た
た
寝
ほ
ど
気
持
ち

よ
く
贅
沢
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。ふ
と
目
が
さ
め
る
と
、ま
た
ち

が
う
世
界
が
そ
こ
に
は
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

能
楽
堂
の
雰
囲
気
を
楽
し
む

も
よ
し
、源
氏
物
語
な
ど
の
数
々

の
原
典
と
合
わ
せ
て
楽
し
む
も
よ

し
、さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
、楽
し
み

方
が
能
に
は
あ
り
ま
す
。わ
が
吹

田
高
校
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
も
、

ぜ
ひ「
能
」の
世
界
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

※
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登

録
で
は
、「
人
類
の
口
承
及
び
無
形

遺
産
の
傑
作
の
宣
言
」で
、日
本
の

「
能
」は
二
〇
〇
一
年
に
、い
ち
早
く

ト
ッ
プ
を
き
っ
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
い
か
に
日
本
の「
能
」と
い
う

も
の
が
世
界
的
に
も
意
味
深
い
も

の
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

子どものための仕舞教室
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〜
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
世
界
へ
〜

１６
期
生
　

坂
尾
　
彰
彦

1968年　吹田高校卒業
1971年　阪神経理専門学校卒業
1978年　喫茶スナック「屯愚里」開店
1980年　岡本光平氏に師事
1982年　出口美保氏に師事
1984年　シャンソニエ・ジルベール・ベコーの
　　　　 オーディション合格後、プロ活動に入る
2002年　坂尾彰から坂尾彰彦に改名

■日本シャンソン協会正会員
■CDリリース「坂尾彰の素顔」1999

●主なリサイタルと出演ステージ
　・ソロリサイタル（リサイタルホールを中心に）
    1986、1988、1993、1996、2001、2003、2005、2008
　・「シャンソンの夕べ」コンサート
　　服部緑地野外音楽堂　1994～2001
　・「大阪シャンソンフォリー」コンサート
　　大阪メルパルクホール　1998～
　・サンケイ巴里祭
　　サンケイホール　1999～
　・朝日新聞厚生事業団主催
　　「出口美保・魅惑のシャンソン」
　　フェスティバルホールほか　2004～

経　歴

　

在
学
当
時
私
は
目
立
つ
存
在
で

は
な
く
、油
臭
い
美
術
部
の
部
室

で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
う
お
と
な
し

い
学
生
で
し
た
が
、先
生
方
や
学

友
達
に
恵
ま
れ
楽
し
い
学
生
生
活

を
送
る
事
が
出
来
、感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

今
、私
は
学
生
時
代
縁
の
無
か
っ

た
音
楽
の
世
界
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
を

歌
っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
の
頃
か
ら

音
楽
は
好
き
で
し
た
が
人
前
で
歌

う
事
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な

い
こ
と
で
し
た
。

　

私
の
学
生
時
代
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
ズ
、全
盛
期

で
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ド
が
日
本
中
を

駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。私
は
何
故

か
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ジ
ャ
ズ
に
魅
か

れ
、『
シ
ャ
ン
ソ
ン
』の
世
界
に
入
る

ま
で
は
、「
枯
葉
」や「
愛
の
讃
歌
」

も
ジ
ャ
ズ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の

で『
シ
ャ
ン
ソ
ン
』そ
の
も
の
を
ま
っ

た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。歌
を

趣
味
で
習
お
う
と
思
い
立
ち
門
を

叩
い
た
の
が
、シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
岡

本
光
平
氏
で
し
た
。そ
し
て
今
、ご

存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

出
口
美
保
氏
に
師
事
し
て
い
ま

す
。「
シ
ャ
ン

ソ
ン
は
ド
ラ

マ
、詩
は
台

詞
と
思
い

な
さ
い
」こ

の
言
葉
で

『
シ
ャ
ン
ソ

ン
』と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
に

興
味
を
持

ち
始
め
た

の
だ
と
思
い

ま
す
。シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歴
史
は
古
く

1
8
6
6
年
に
作
詞
ジ
ャ
ン・バ
チ

ス
ト・ク
レ
マ
ン
作
曲
ル
ナ
ー
ル
に

よ
っ
て
発
表
さ
れ
た「
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
実
る
頃
」が
最
古
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。詩
が
曲
よ

り
優
先
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
も
言

わ
れ
、自
分
で
作
詩
作
曲
を
す
る

所
謂
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
的

な
人
も
多
く
社
会
批
判
、反
戦
等

日
常
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
出
る

喜
怒
哀
楽
を
歌
い
上
げ
て
い
ま

す
。時
は
流
れ
ど
も
人
の
心
は
変

わ
る
と
は
思
い
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。人
と
人
と
の
交
流
で
生
ま
れ

出
る
情
感
は
何
時
の
世
で
も
変
わ

る
こ
と
は
無
く
延
々
と
歌
い
継
が

れ
て
行
き
ま
す
。歌
は
心
、心
は
言

葉
、私
は
様
々
な
詩
に
育
ま
れ
歌
い

続
け
て
き
ま
し
た
。特
に
影
響
を

受
け
た
の
は
ジ
ル
ベ
ー
ル・ベ
コ
ー
、

彼
の
作
品
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
現
代
の
若
者
に

も
指
示
さ
れ
る
ビ
ー
ト
感
溢
れ
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
曲
に
奥
深
い
詩
が

付
き
尚
、大
き
く
優
し
い
人
柄
を

垣
間
見
る
歌
唱
で
人
々
を
魅
了
し

ま
す
。シ
ャ
ン
ソ
ン
は
ド
ラ
マ
、一
人

芝
居
で
す
。自
分
の
心
を
自
由
に

表
現
で
き
る
世
界
で
す
。尚
一層
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
続
け
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。百
聞
は
一
見
に

如
か
ず
、一
度
聞
き
に
来
て
下
さ

い
。月
に
3
〜
4
回「
シ
ャ
ン
ソ
ニエ・

ジ
ル
ベ
ー
ル・ベコ
ー
」に
出
演
し
て
い

ま
す
。

「
シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ・ジ
ル
ベ
ー
ル・ベ
コ
ー
」

Tel 
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時
代
の
節
目
を
見
た
吹
田
高
校
時
代

１８
期
生
　

西
川
た
け
お

昭和26（1951）年　吹田市に生まれる。
昭和45（1970）年　吹田高校卒業（18期生）
昭和50（1975）年　島根大学卒業
昭和53（1979）年　同志社大学卒業
平成  7（1995）年　小太郎漢方製薬（株）退職
同年4月の統一地方選で吹田市議会議員に初当選
現在、3期目

経　歴

　

戦
後
世
代
と
し
て
私
達
も
一つ
の

時
代
の
節
目
を
体
験
し
た
世
代
で

す
。在
学
中
か
ら
卒
業
時
に
か
け
て

は
、70
年
安
保
闘
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、わ
が
吹
田
高
校
で
も
、こ
う

し
た
影
響
で
、卒
業
式
粉
砕
を
企

図
す
る
動
き
が
あ
っ
た
の
で
す
。し

か
し
、そ
こ
は
こ
れ
、不
器
用
な
吹

高
生
の
こ
と
、緻
密
す
ぎ
る
計
画
と

考
え
す
ぎ
で
疲
れ
果
て
て
取
り
止

め
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
の
年
の
夏
に
は
吹
田
北
部

の
竹
や
ぶ
と
丘
陵
が
切
り
開
か
れ
、

日
本
発
の
大
阪
万
国
博
覧
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。ア
ポ
ロ
11
号
が
人

類
初
の
月
面
着
陸
を
は
た
し
、持

ち
帰
っ
た『
月
の
石
』が
太
陽
の
塔

と
と
も
に
万
博
の
評
判
に
な
っ
た
こ

と
を
今
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
大
学
受
験
に
失
敗
し
た

浪
人
と
し
て
は
、次
か
ら
次
へ
と
万

博
見
物
に
訪
れ
る
親
戚
の
案
内
は

迷
惑
そ
の
も
の
で
し
た
が
。

　

し
か
し
、万
博
の
華
や
か
さ
が

光
と
す
れ
ば
、そ
こ
に
は
多
く
の
影

も
あ
り
ま
す
。

　

他
高
生
で
し
た
が
、学
生
運
動

の
中
で
若
者
が
自
殺
と
い
う
道
を

選
ん
だ
こ
と
も
私
達
の
世
代
の
特

徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ア
メ
リ
カ
で

は
ア
ポ
ロ
成
功
の
影
で
成
功
神
話

に
踊
る
社
会
に
背
を
向
け
た
ヒ
ッ

ピ
ー
が
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ
さ
れ
、

イ
ー
ジ
ー・ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
映
画

が
日
本
の
若
者
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。秋
に
は
作
家
の

三
島
由
紀
夫
が
割
腹
自
殺
を
遂

げ
て
い
ま
す
。

　

今
、私
は
吹
田
市
議
会
議
員
と

い
う
立
場
で
す
が
、仕
事
の
過
程
で

生
活
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
に

も
多
く
出
会
い
ま
す
。吹
高
当
時

に
悩
み
苦
し
み
、そ
し
て
時
代
の
光

と
影
を
見
た
経
験
は
、そ
う
し
た

弱
い
立
場
の
人
た

ち
を
理
解
す
る
う

え
で
、少
し
は
役

立
っ
て
い
る
よ
う
な

気
も
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
と
い
う
の
は
、人
生

で
最
も
感
性
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て

い
る
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

迷
い
も
な
く
、悩
み
も
な
い
若
者
な

ど
例
外
中
の
例
外
で
す
。一歩
進
ん

で
は
立
ち
止
ま
り
、振
り
返
り
す

る
の
が
普
通
な
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
若
者
の
目
で
、今
起

こって
い
る
こ
と
、社
会
が
、政
治
が

し
て
い
る
こ
と
、そ
れ
を
丹
念
に
観

察
し
て
く
だ
さ
い
。人
生
に
役
立
つ

か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、き
っ

と
人
生
を
深
め
ま
す
。

アポロを引くヒッピーが私です
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「吹田くわいプロジェクト」発表会
平成21年2月7日、吹田メイシアター展示室において、平成20年度文部
科学省「豊かな体験活動推進事業」の指定を受け取り組んだ「吹田くわ
いプロジェクト」発表会を開催しました。当日は、家庭科部によるプレゼンテ
ーションとくわいクッキーの試食会、さらにくわいの栽培風景や地域の幼稚
園・高齢者施設とのくわいを通じた交流の様子を紹介したビデオ上映と展
示を行いました。ご支援いただいた地域の皆様を始め、多くの方々にご参
加いただき、盛会の内に終えることができました。

吹田高校が、平成20年度
「全国学校体育研究優良校
」として表彰されました。
　これは、全国の保健体育の活動で
とくに功績のあったものに対して贈ら
れる賞で、『互いに学び合う保健授業
実践報告　ピア・エデュケーション』と
いうテーマの研究が受賞しました。
　平成18年度～19年度の2年間に
わたり、生徒自身が興味・関心を持つ
保健・健康問題について「調べ」「まと
め」「発表」し、互いに学びあう授業づ
くり、また、プレゼンテーションの手法を
学ぶことで自らの意見や考えを論理
立てて伝えることができる力や、他の
発表を聞く態度の育成を目標にして
取り組まれました。

バトントワリング
平成20年8月5・6日にアイルランドのリマ
リックで行われた第4回WBTFインターナシ
ョナルカップにおいて3年7組の坂手聖菜さ
ん（57期生）が、フリースタイル団体（レベル
A）で銀メダルを獲得しました。昨年も、
JUNIOR SOLO（レベルA）で、個人第
7位に入賞しています。文化祭で、バ
トンの演技を披露してくれました。

国際交流
平成20年11月4日、台湾の新竹女子高校の
生徒56名を迎え、1年生全員とのミニ運動
会、放課後のクラブ訪問などの交流をしまし
た。本校生徒にとっては初めての外国生徒と
の交流で、いい経験になりました。新竹女子
高校の生徒たちにも楽しい思い出になったこ
とと思います。

卒業式
2月27日（金）第57回卒業式が行われまし
た。252名の生徒が巣立ち、鳳志会の会
員になりました。

　

鳳
志
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま
た
、平
素
よ
り
母
校
の
教

育
推
進
の
た
め
、暖
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、新
米
校
長
と
し
て
吹

田
高
校
に
着
任
し
て
早
一
年
。や

り
が
い
の
み
を
原
動
力
に
走
り

き
っ
た
感
の
あ
る
こ
の
年
度
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

『
校
長
だ
よ
り
』の
タ
イ
ト
ル
か

ら
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。と
言
い
ま
す
の
も
、そ
れ
が

私
の
目
か
ら
見
た
本
校
教
育
活

動
に
関
す
る
観
察
と
考
察
の
記

録
と
も
な
って
い
る
か
ら
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん『
校
長
だ
よ
り
』は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の一
部
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。今
年
度
途
中
に
、

府
立
学
校
で
も
一番
見
や
す
い
？

も
の
へ
と
リ
ニュ
ー
ア
ル
を
遂
げ

ま
し
た
の
で
、多
数
の
会
員
の
皆

様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

学
区
の
拡
大
も
あ
っ
て
、既
に

「
吹
田
の
吹
高
」と
ば
か
り
は
言

え
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

「
吹
田
く
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

象
徴
す
る
よ
う
に
、本
校
は
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
学
び
、地
域
を

誇
り
と
し
、さ
ら
に
地
域
に
有

為
の
人
材
を
送
り
出
し
て
い
く

学
校
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、私
が
肌
で
感
ず
る
の

は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、

世
の
中
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、ロ
ー
カ
ル
に
活
動
す
る
高
校

生
を
育
て
て
ほ
し
い
と
い
う
地

域
社
会
の
熱
い
期
待
で
す
。

　

す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
通

り
、平
成
21
年
度
入
学
者
選
抜

に
お
け
る
志
願
者
の
倍
率
は
、激

戦
と
な
っ
た
昨
年
度
を
さ
ら
に

上
回
る
1.4
倍
。世
間
が
本
校
に

対
し
て
向
け
る
期
待
の
大
き
さ

が
直
ち
に
伝
わ
る
数
字
で
あ
る

と
と
も
に
、教
育
の
質
の
向
上
を

め
ざ
す
責
任
の
重
さ
を
感
じ
な

い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

4
月
を
迎
え
ま
す
と
、節
目
の

第
六
十
期
生（
2
8
0
名
）が
入

学
し
て
ま
い
り
ま
す
。間
も
な

く
、六
十
周
年
の
記
念
事
業
へ
の

取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
す
が
、そ

の
際
現
役
生
と
卒
業
生
を
問
わ

ず
、本
校
関
係
者
の
す
べ
て
が
喜

び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
、計
画

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。母
校
の
よ
き
伝
統
が
永
く
継

承
さ
れ
、そ
の
教
育
が一層
輝
か
し

い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、皆
様

の
さ
ら
な
る
ご
協
力
、ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校長  畑中  利明先生
◆ この一年、次の一年 ◆

4/11
4/24
　

5/  8
5/21
6/  4
6/18
6/30
7/11
7/25
　

8/27
　

9/  1
9/18
9/30
　

11/4
　

11/7
11/27
12/24

　1/  7
1/  8
1/26
2/10
2/13
　

3/  2
3/13

初めまして　着任のご挨拶
1学期始業式  式辞
　　入学式  式辞
思いのほか・・・
挨拶は大切な仕事
降る日も、照る日も
体育祭　観・想・記
夏＊チャレンジの季節
「鳳志会」総会にて
1学期終業式  式辞
　　̶だれでも野茂に̶
あと一週間
　　̶夏休み雑記̶
2学期始業の会  式辞
文化祭講評
吹高、表舞台に上がる
　　̶最近の活躍について̶
修学旅行～中間考査、
　　そしてこれから
国際交流行事【報告】
本校の授業から
2学期終業式  式辞

新年のご挨拶 ̶慈姑〈くわい〉に寄せて̶
3学期始業式  式辞
吹高版『食育啓発指導計画』
進路が見える日
吹田くわいプロジェクト
　　̶発表会の段̶
卒業式  式辞
3学期終業式  式辞

合格発表
３月２４日、合格発表が行わ
れました。今年は、1.4倍と
いう高倍率で、合格者は歓
喜の叫びをあげていました。

校長だよりのホームページ
 校長からの
メッセージ

平成21年

平成20年
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〒564-0002　吹田市岸部中3-19-11
TEL06-6387-1415
FAX06-6387-1242

理事長
小 谷 澄 信（8期）

学校法人　敬愛学園
社会福祉法人敬愛福祉会

〒564-0071　吹田市西の庄町3-11
TEL　06-6388-0775　FAX　06-6387-5340

株式会社 ヤオウメ
代表取締役　寺西　孝年

代表取締役
　寺西 孝年（5期）
専務取締役
　寺西 清（14期）
　堤 政江（3期）
　（旧姓　寺西 政江）

甘藷・鶏卵・殺菌液卵・生液卵・卵黄・卵白

文
　
鍋
島
　
敏
也

切
り
絵
　
栗
本
　
昇

吹田市新芦屋下7-12
　TEL06-6875-2884
　FAX06-6877-3191

味 舌 陶 房
　陶芸教室会員募集中

茶道具、花入れ、食器、クラフト　　 味舌隆司（18期） 家庭料理

〒564-0062
吹田市広芝町11-1-201
TEL（06）6338-1109

よ し だ
吉田みどり（9期） 田中美香子（18期）

〒564-0004　吹田市原町1-25-21
TEL＆FAX（06）6389-0739

保険のご相談
　お気軽にどうぞ！

アフラック代理店

　

戦
後
に
新
設
さ
れ
た
府
立

高
等
学
校
の
第
一号
と
し
て
発

足
し
た
吹
田
高
等
学
校
は
、

吹
田
市
立
千
里
山
高
等
学
校

を
仮
校
舎
と
し
て
開
校
し
、さ

き
に
千
里
山
高
等
学
校
の
廃

止
を
め
ぐ
って
、ぽっ
か
り
と
確

保
で
い
た
敷
地
に
校
舎
が
で

き
る
昭
和
二
十
六
年
一月
ま
で

千
里
山
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

新
校
地
は
東
南
の
N
H
K

千
里
山
放
送
所
に
隣
接
し
、

西
北
に
は
総
面
積
三・二
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
い
わ
れ
た
竜
ヶ
池
が

ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。写
真
中
央

の
校
舎
は
最
初
の
木
造
校
舎

の一部
が
昭
和
三
十
二
年
に
焼

失
し
た
後
、鉄
筋
校
舎
に
建
て

か
え
ら
れ
た
後
の
も
の
。左
方

中
央
の
細
道
は
竜
ヶ
池
の
堤

下
を
斜
に
横
切
って
池
の
右
側

を
通
る
白
い
道
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。天
道
か
ら
佐
井
寺
観
音

に
通
じ
る
信
仰
道
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。東
北
の
山
は
削
り
と
ら

れ
て
白
く
み
え
る
が
、こ
こ
に

は
の
ち
に
吹
田
二
中
が
で
き

た
。上
方
右
端
で
点
々
と
白

く
み
え
る
の
は
戦
後
に
開
設

さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
。の
ち
に
名

神
高
速
道
路
の
吹
田
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
に
な
る
。名
神
高
速

道
路
は
竜
ヶ
池
の
右
上
方
を

か
す
め
て
通
っ
た
。い
ま
の
原

町
三
丁
目
四
十
四
〜
四
十
六

番
あ
た
り
は
竜
ヶ
池
の
埋
立

地
で
あ
る
か
ら
池
の
形
は
大

き
く
変
わ
り
、道
路

は
直
線
に
な
っ
た
。

　

開
校
当
時
は
大

気
も
清
澄
で
信
貴
・

生
駒
の
連
山
は
山
肌

ま
で
が
く
っ
き
り
と

み
え
た
。し
か
し
学

校
は
交
通
の
便
に
恵

ま
れ
ず
、先
生
も
生
徒
も
、い

ま
の
阪
急
吹
田
駅
や
J
R
吹

田
・
岸
辺
駅
か
ら
徒
歩
で
登

下
校
す
る
人
が
多
か
っ
た
。新

設
府
立
第
一
号
の
高
等
学
校

で
学
べ
る
と
い
う
自
負
心
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
歩
い
た

の
で
あ
ろ
う
。昭
和
四
十
七

年
ご
ろ
は
音
楽
活
動
も
盛
ん

で
、部
員
五
十
〜
六
十
名
に

も
な
る
音
楽
部
が
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
編
成
し
て
い
た
。吹
田

市
交
響
楽
団
は
吹
田
高
等
学

校
の
卒
業
生
が
中
心
に
な
っ

て
結
成
さ
れ
た
と
き
い
た
。

（上）昭和三十六年の卒業アルバ
ムにある吹田高校。まわりには田
畑が広がっていた。
（左）きり絵は昭和62年の様子。

※この記事は昭和62年5月号の
　「市報すいた」から転載しました。

代表者　馬場　功（7期）

〒565-0841　吹田市上山手町20番25号
TEL（06）6389-2451
FAX（06）6389-2146

寿功建設　株式会社

代表取締役　
松田　紀男（8期）

金 型 設 備 総 合 商 社

〒577-0012
東大阪市長田東5丁目1-18
TEL（06）6743-0110

植田機械（株）
取締役 松清 満子（9期）
（旧姓　中瀬古）

〒564-0082 吹田市片山町3丁目31-17
TEL（06）6387-3355
FAX（06）6387-3363
ace@sutv.zaq.ne.jp

http://www.sutv.zaq.ne.jp/ace

（有）エース住研
ナカ　セ　コ

伊倉　嘉春（3期）
薬剤師

〒558-0004　大阪市住吉区長居東2-11-21
TEL＆FAX（06）6691-9425

処方せんと介護のことなら

マルテン薬局
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①教科、在職期間　
②在校時代の記憶に残っていること　
③近況報告

このコーナーでは吹田高校時代の懐かしい先生方の
消息を知りたいという多くの希望により、順次掲載させ
て頂きます。
消息を知りたい先生のリクエストをお待ちします。

9

土地・建物・貸家・マンション・アパート

代表取締役　西本　勝（7期生）
摂津市千里丘東2丁目10番1-110フォルテ摂津1F

http://www.sogo2103.com
1072-622-6072（代）　FAX072-622-6678

大阪府知事免許（11）14147号

売買・仲介・管理

相互不動産株式会社 唐澤　八洲仁（14期）

〒530-0047 大阪市北区西天満3丁目3番17号
 ルアンジュ南森町502号

106-6365-9002　FAX06-6365-9011

唐澤司法書士事務所
司法書士

ダンスの効果？　若さと健康とときめき

〒567-0897　茨木市主原町6番4号
TEL/FAX（072）633-3038

児島ダンススクール
児島利子（21期）
（旧姓　新地）

・・・・

人間環境学部・経営学部・経済学部
工学部・短期大学部

大阪府大東市中垣内3-1-1　TEL.072-875-3001
URL　http：//www.osaka-sandai.ac. jp

結 果 が 出 る 大 学

大阪産業大学
設置
学部

  転出先

教頭　片岡 啓 退職
事務部長　池田 幸穂 退職
教諭　斉郷 桂子（国語） 吹田東
教諭　宮川 薫子（国語） 退職
教諭　黒川 啓一（社会） 高槻北
教諭　縄田 節子（社会） 北千里
教諭　馬場 裕樹（保健体育） 三島
教諭　河野 通一（書道） 退職
教諭　室野 道子（家庭） 豊中支援
教諭　岡山（笠原）久美（英語） 知事部局
実習助手　岡垣 トモ子
講師　日裏 高博（社会） 寝屋川支援
講師　藤原 聡（数学） 芥川
講師　北村 仁（保険体育） 箕面支援

 前任校等

教頭　大家 秀夫 牧野
事務部長　米丘 幸穂 府統計課
教諭　工藤 八州男（国語） 少路
教諭　坂元 孝文（社会） 東淀川
教諭　杉野 陽一郎（社会） 茨木東
教諭　手島 肇（社会） 山田
教諭　門野 正太（数学） （新採）
教諭　池田 延孝（保健体育） 箕面東
教諭　大枝 聖也（保健体育） （新採）
教諭　穴田 理枝（英語） 東淀川
教諭　河野 通一（書道） 再任用
教諭　森島 隆志（保健体育） 再任用
教諭　内藤 憲雄（保健体育） 再任用
講師　小澤容子（国語） 
講師　佐藤 純二（数学） 
講師　磯原 健志（理科）

離　　任着　　任

平成21年4月1日■平成21年度の離任･着任

公
文
　
直
美 

先
生（
吹
田
市
）

①
国
語
科

　

1
9
9
2（
平
4
）年
4
月
〜

1
9
9
8（
平
10
）年
3
月

②　

生
徒
た
ち
が
教
員
の
手
を

借
り
る
こ
と
な
く
、自
分
た
ち

で
考
え
て
、決
め
て
、行
動
し
て

い
く
、そ
の
力
に
圧
倒
さ
れ
な

が
ら
担
任
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、生
徒
に
頼
ま
れ
た
こ
と

で
、で
き
る
こ
と
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
け
で
し
た・・・1
年
次
、文

化
祭
の「
サ
ザ
エ
さ
ん
」。自
分

た
ち
で
割
っ
た
薪

を
持
っ
て
の
飯
盒

炊
爨
。2
年
次
、

文
化
祭
の
大
盛
況

の「
制
服
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」。

山
の
上
か
ら
滑
り

降
り
た
修
学
旅

行
の
ス
キ
ー
の
楽

し
か
っ
た
こ
と
。3

年
次
、文
化
祭
の

「
み
ん
な
の
歌
」と
、体
育
祭
で

の
、あ
の
、終
わ
っ
た
後
に
、み
ん

な
が
息
を
の
む
一
瞬
の
感
動
の

間
が
あ
っ
た
応
援
の
演
技
。

　
　

ま
た
、教
育
現
場
の
管
理
的

な
側
面
に
馴
染
め
ず
不
安
だ
っ

た
私
を
、ほ
め
て
、励
ま
し
て
く

れ
た（
麒
麟
の
）田
村
君
を
始

め
と
す
る
沢
山
の
生
徒
た
ち
。

感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。こ
の
場
を
借
り
て「
あ
り

が
と
う
！
」

③　

吹
田
高
校
1
年
5
組
田
村

裕
さ
ん
の『
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学

生
』の
本
が
出
て
、10
数
年
前

に
自
分
の
書
い
た
手
紙
の
言
葉

が
確
か
に
田
村
さ
ん
に
届
い
て

力
に
な
っ
た
の
だ
、と
い
う
こ
と

を
知
り
、と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。で
も
、一
番
喜
ん
で
く

れ
た
の
は
、夫
と
5
人
の
子
ど

も
た
ち
。そ
し
て
10
年
前
に
父

が
亡
く
な
っ
た
後
、一
人
で
神
奈

川
県
で
荒
物
雑
貨
店
を
営
ん

で
い
る
母
で
し
た
。

　
　

現
在
は
摂
津
高
校
に
勤
務

し
て
、担
任
を
し
て
い
ま
す
。で

き
る
こ
と
な
ら
定
年
ま
で
ず
っ

と
担
任
を
し
て
、た
く
さ
ん
の

元
気
な「
田
村
君
」と
出
会
い
、

喜
び
多
い
日
々
を
送
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

数
年
前
か
ら
、古
い
大
き
な

石
が
好
き
に
な
り
、デ
ジ
カ
メ

片
手
に
訪
ね
て
行
って
い
ま
す
。

　
　

旅
行
も
好
き
な
の
で
、こ
れ

か
ら
も
色
々
な
所
に
行
っ
て
、た

く
さ
ん
の
人
や
、石
や
、雲
や
、

海
や
、樹
や
、花
な
ど
に
出
会
い

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
　

ど
こ
か
で
会
っ
た
ら
声
を
か

け
て
下
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

阿
部
　
茂 

先
生（
大
阪
市
）

①
国
語
科

　

1
9
7
5（
昭
50
）年
4
月
〜

1
9
8
4（
昭
59
）年
3
月

②　

大
学
卒
業
後
、小
学
校
教

員
を
勤
め
た
り
、再
び
大
学
に

入
学
し
た
り
し
て
、4
年
間
、

あ
ま
り
お
も
し
ろ
く
も
な
い

生
活
を
送
っ
た
後
に
、高
校
教

員
に
採
用
さ
れ
、吹
田
高
校
に

赴
任
し
ま
し
た
。そ
の
頃
の
率

直
な
感
想
は
高
校
教
師
っ
て
、

何
と
楽
し
い
仕
事
な
ん
だ
ろ
う

と
思
っ
た
こ
と
で
す
。初
め
て

授
業
を
持
っ
た
と
き
の
印
象

は
、ど
の
生
徒
も
人
懐
こ
く
て

明
る
か
っ
た
こ
と
。へ
た
な
授
業

で
も
良
く
聞
い
て
く
れ
、笑
う

と
き
は
屈
託
な
く
笑
っ
て
く
れ

る
の
で
、も
っ
と
お
も
し
ろ
い
こ

と
を
し
ゃ
べっ
た
ろ
と
思
っ
て
、

調
子
に
乗
り
す
ぎ
て
脱
線
し

た
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。授
業
に
行
く
の
が
待
ち
遠

し
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
　

当
時
、国
語
科
や
所
属
し
て

い
た
生
活
指
導
部
に
は
教
職

経
験
豊
か
な
方
が
何
名
も
お

ら
れ
、い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
、今
日
、様
々
な
面

で
役
に
た
っ
て
い
る
こ
と
を
有

り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。生
活

指
導
で
は
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
が
、時
間
を
か
け
て

教
員
同
士
が
話
し
合
い
、一
人
一

人
の
生
徒
を
大
事
に
す
る
教

育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　
　

9
年
間
吹
高
に
勤
め
て
、特

に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、文
化
祭
の
あ
と
の
後
夜

祭
、暮
れ
な
ず
む
校
庭
で
フ
ア

イ
ア
ー
ス
ト
ー
ム
を
囲
み
、心

を
と
き
め
か
し
た
初
経
験
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、体
育
祭
で
は

ク
ラ
ス
の
仮
装
行
列
に
参
加
し

た
り
、教
員
チ
ー
ム
を
作
り
生

徒
と
競
走
し
た
こ
と
、卒
業
式

の
予
餞
会
で
は
教
員
が
二
人

羽
織
を
演
じ
て
拍
手
喝
采
を

浴
び
た
こ
と
、軟
式
テ
ニ
ス
が

あ
ま
り
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
の

で
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
回
し
過
ぎ

て
、腰
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
等
、挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。苦
々
し
い
思
い
を
し

た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、30
年
余
り
経
っ
た
今

で
は
す
べ
て
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。と
も
あ
れ
、私

に
と
っ
て
、吹
田
高
校
は
青
春

真
っ
た
だ
中
を
駆
け
ぬ
け
た
と

こ
ろ
、高
校
教
員
の
楽
し
さ・難

し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
と
こ

ろ
、と
し
て
長
く
記
憶
に
残
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

③　

吹
田
高
校
を
転
出
し
た
後
、

市
岡
高
校
に
12
年
、城
東
工

業・工
科
高
校
に
12
年
勤
め
、昨

春
定
年
退
職
し
、現
在
、城
東

工
科
高
校
で
再
任
用
教
員
と

し
て
週
3
日
勤
務
し
て
い
ま

す
。勤
務
の
な
い
日
も
同
じ
よ

う
に
午
前
5
時
30
分
に
起
き
、

自
宅
近
く
の
大
阪
城
公
園
を

1
時
間
散
歩
し
、そ
の
後
、市

立
か
府
立
の
図
書
館
に
通
っ
て

漢
文
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

土・日
曜
は
文
化・ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
当
て
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
が

広
く・浅
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。た
と
え
ば
、ハ
イ
キ
ン

グ
、六
甲
、生
駒
、金
剛
の
山
登

り
、水
泳
、日
本
全
国
庭
園
巡

り
、陶
芸
、文
楽
、映
画
鑑
賞
、

コ
ン
サ
ー
ト
、大
学
の
社
会
人

講
座
な
ど
で
す
。た
だ
、文
化・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
は
い
さ
さ
か

金
が
か
か
り
、困
って
い
ま
す
。

荒
田
　
祥
嗣 

先
生（
尼
崎
市
）

①
校
長

　
１
９
９
０（
平
2
年
）4
月
〜

　
１
９
９
４（
平
６
年
）3
月

②　

管
理
職
と
し
て
学
校
施
設

の
管
理
に
心
が
け
た
。毎
日
校

内・外
を
と
わ
ず
見
て
回
っ
た
。

　
　

釘
1
本
出
て
い
る
だ
け
で
事

故
に
つ
な
が
る
。日
常
的
に
小

さ
な
こ
と
に
注
意
を
は
ら
う
の

は
勿
論
だ
が
、大
き
な
改
良
・

改
善
に
も
取
り
組
ん
だ
。府
教

委
施
設
課
に
も
日
参
し
た
。

I
T
時
代
到
来
と
と
も
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
導
入
・
L
L
教
室
の

設
置
。運
動
場
隅
の
空
き
地

を
整
備
し
て
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ

ー
ト
を
設
置
し
た
。教
育
指

導
で
重
視
し
た
の
は
生
活
指

導
で
あ
る
。当
時
の
部
長
河
合

先
生
を
は
じ
め
多
く
の
先
生

方
に
協
力
頂
き
学
校
規
律
が

保
た
れ
た
。ま
た
定
時
制
併

置
校
と
し
て
廃
校
に
な
る
と

聞
き
、当
時
の
小
沢
教
頭
・
長

瀬
教
頭
と
と
も
に
中
学
の
訪

問
、府
下
高
校
の
全
体
に
広
報

作
戦
を
展
開
し
定
員
割
れ
を

防
ぎ
廃
校
を
免
れ
た
こ
と
も

思
い
出
に
残
る
。

③
　
定
年
退
職
後
、大
学
に
73

歳
ま
で
勤
務
し
た
。主
に
教
職

課
程
の
講
座
を
担
当
し
た
。

就
職
指
導
も
頼
ま
れ
会
社
訪

問
や
面
接
指
導
も
行
い
、学
生

と
常
に
接
触
し
て
い
る
毎
日
で

あ
っ
た
。

　
　

大
学
も
退
職
し
て
今
は
、鋭

気
を
養
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。後
期
高
齢
者
に
な
る
と
声

を
出
す
こ
と
。身
体
を
動
か
す

こ
と
を
心
が
け
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
や
講
演
会
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
。
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★
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

今
年
は
、1
年
生
が
5
人
入
部
し
、

8
月
の
時
点
で
3
年
生
9
名
、2
年
生

11
名（
う
ち
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
2
名
）、1

年
生
5
名
で
し
た
。「
楽
し
み
な
が
ら

勝
つ
！
」を
合
言
葉
に
、元
気
よ
く
、明

る
く
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。3
年
生
は

「
強
い
」チ
ー
ム
な
が
ら
、公
式
戦
で
は

僅
差
で
敗
れ（
7
点
差
、2
点
差
）、勝

利
の
女
神
は
微
笑
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。新
チ
ー
ム
は
3
年
生
に
比
べ
る

と
、身
長
、ス
ピ
ー
ド
、シ
ュ
ー
ト
力
の
い

ず
れ
も
力
不
足
で
す
。走
る
メ
ニュ
ー
を

増
や
し
デ
ィ
フ
ェン
ス
を
強
化
し
て
、1

勝
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
（
顧
問　

下
本
）

★
水
泳
部
　
　（
顧
問　

浦
谷
伸
介
）

★
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

現
在
部
員
は
、1
年
生
10
名
、2
年

生
3
名
の
総
勢
13
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。伸
び
代
が
大
き
い
選
手
が
揃
って
い

ま
す
の
で
、『
勝
て
る
チ
ー
ム
』に
な
れ
る

可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。今
後
ど

の
よ
う
な
結
果
を
残
せ
る
か
は
彼
ら
の

努
力
次
第
で
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
声
援

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
顧
問　

佐
藤
純
二
）

★
イ
ラ
ス
ト
部

　

イ
ラ
ス
ト
部
は
、今
年
前
半
は
例
年

以
上
に
部
員
が
増
え
、3
年
生
を
中
心

に
、ほ
ぼ
毎
日
制
作
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。新
入
部
員
も
多
か
っ
た
の
で
、部
室

が
手
狭
に
見
え
た
ぐ
ら
い
で
す
。ま
た
、

も
く
も
く
と
一
生
懸
命
絵
を
描
く
姿

を
み
て
、本
当
に
み
ん
な
絵
を
描
く
の

が
す
き
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。さ

ら
に
、文
化
祭
の
冊
子
作
り
や
イ
ラ
ス

ト
制
作
で
は
、夏
休
み
の
活
動
も
含
め
、

各
自
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
た

作
品
が
数
多
く
出
来
、文
化
祭
で
の
賞

に
結
び
つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。ま

た
、3
年
生
が
引
退
し
文
化
祭
が
終
了

し
た
後
も
、部
を
引
き
継
い
だ
1
．2
年

生
が
放
課
後
も
よ
く
残
り
、イ
ラ
ス
ト

提
出・定
期
的
な
冊
子
の
発
行
を
頑
張

って
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、全
体
的
に
人
物
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
も
含
め
て
、描
き
方
が
細
部
に

こ
だ
わ
る一
方
、全
体
の
形
や
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、大
ま
か
な
形
の
レ
イ
ア
ウ

ト
に
時
間
を
か
け
て
く
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。　　
（
顧
問　

廣
橋
正
樹
）

★
軽
音
楽
部 （
顧
問　

川
崎
和
広
）

★
美
術
部

　

美
術
部
は
3
年
生
が
、3
年
間
の
最

後
の
総
ま
と
め
の
感
じ
で
、夏
の
高
校

展
に
出
品
し
て
く
れ
ま
し
た
。大
き
い

作
品
で
構
成
や
配
色・マ
チ
エ
ー
ル
な
ど

難
し
い
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、い

い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。3
年

間
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
作
品
を
自
分

達
の
ペ
ー
ス
で
、そ
し
て
描
く
の
が
好
き

だ
か
ら
頑
張
れ
る
。そ
ん
な
部
活
動
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
今
は
、夏
の
高

校
展
に
で
き
れ
ば
出
品
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
、作
品
の
テ
ー
マ
や
構
図
を

考
え
く
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
是
非

頑
張
って
いって
欲
し
い
で
す
。

（
顧
問　

廣
橋
正
樹
）

★
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

昨
年
春
の
公
式
戦
で
は
3
年
生
4

人
で
山
田
高
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
参

加
し
た
。1
勝
1
敗
の
成
績
だ
っ
た
。そ

の
後
部
員
が
そ
ろ
わ
ず
数
ヶ
月
の
休
部

期
間
が
あ
っ
た
が
、今
春
や
る
気
の
あ

る
部
員
が
活
動
を
再
開
さ
せ
た
。新
入

生
を
多
く
入
れ
、ま
た
チ
ー
ム
を
結
成

し
た
い
。　　
（
顧
問　

谷
口
智
紀
）

★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

昨
年
度
よ
り
人
数
が
増
え
、ゲ
ー
ム

形
式
等
の
実
戦
練
習
が
多
く
で
き
る

よ
う
に
な
り
、よ
り
充
実
し
た
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。バ
ト
ミ

ン
ト
ン
経
験
者
等
の
専
門
の
指
導
者
が

い
な
い
の
で
、直
接
技
術
を
教
え
て
も

ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、自
分
た

ち
で
各
々
の
弱
点
を
考
え
、そ
れ
を
克

服
す
る
た
め
の
メ
ニュ
ー
を
み
ん
な
で

話
し
合
って
練
習
し
て
い
ま
す
。

（
顧
問　

梶
村
）

★
吹
奏
楽
部

　

今
年
度
、1
年
生
の
新
入
部
員
を

迎
え
毎
日
の
練
習
に
活
気
が
出
て
き

ま
し
た
。現
在
、2
年
生
1
名
、1
年

生
5
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
度
は
、体
育
祭
、文
化

祭
、ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
出

演
し
ま
し
た
。ま
た
、台
湾
の
新
竹
女

子
高
校
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
会
で

は
、1
年
生
の
部
員
が
新
竹
女
子
高
校

校
歌
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

部
員
が
増
え
た
と
は
い
え
、ま
だ
人

数
が
少
な
く
、足
り
な
い
パ
ー
ト
を
補

う
た
め
に
、何
種
類
も
の
楽
器
の
パ
ー

ト
譜
を
見
な
が
ら
演
奏
し
て
い
ま
す
。

そ
う
いっ
た
苦
労
は
あ
り
ま
す
が
、と
て

も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
新

し
い
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、レ
パ
ー
ト
リ

ー
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま

す
。　　
　
　
　
　
（
顧
問　

池
口
）

★
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

　

57
期
生
部
員
が
山
口
大
吉
君
1
名

だ
け
と
な
り
、部
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、山
口
君
の
頑
張
り
の
お
か

げ
で
現
在
は
10
名
の
部
員
で
活
動
し

て
い
ま
す
。昨
年（
2
0
0
7
年
）は
残

念
な
が
ら
団
体
戦
で
の
勝
利
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
年（
2
0
0
8

年
）は
8
月
の
公
立
高
校
大
会
さ
ら
に

9
月
の
水
口
杯（
1
学
区
大
会
）で
1

年
生
の
活
躍
も
あ
り
団
体
戦
で
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
本
戦
進
出
を
目
指
し
、部

員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
今
ま
で
以
上

に
研
鑽
を
積
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
顧
問　
　

中
村
真
人
）

★
空
手
道
部

 

公
立
大
会
2
連
覇
を
見
事
果
た
し
、

今
年
は
3
連
覇
を
目
指
し
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

部
員

　

3
年
生
／
3
名（
男
子
3
）

　

2
年
生
／
3
名（
男
子
２・女
子
１
）

（
顧
問　

山
村
、蓬
郷
、磯
原
）

★
演
劇
部

　

2
0
0
8
年
1
月
、同
好
会
と
し
て

復
活
。

　

2
0
0
9
年
1
月
、部
に
昇
格
。創

立
時
か
ら
存
在
す
る
伝
統
あ
る
ク
ラ
ブ

と
し
て
今
後
も
が
ん
ばって
い
き
ま
す
。

　

現
在
部
員
数
9
名
で
活
動
中
。内

訳
は
2
年
生
8
名
、1
年
生
1
名
。女

子
7
名
、男
子
2
名
。毎
週
2
回
、月

曜
日
と
金
曜
日
に
社
会
科
教
室
を
お

借
り
し
て
活
動
。

　

2
0
0
8
年
9
月
、文
化
祭
で
劇
を

発
表
。作
品
は『
さ
え
な
い
高
校
生
の

と
あ
る
一
日
』と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
。2
年
生
が
多
い
の
で
、1
年
生・新

入
生
の
入
部
が
増
え
れ
ば
い
い
な
と
思

って
お
り
ま
す
。

（
主
顧
問　

宮
崎
純一）

★
サ
ッ
カ
ー
部

　

本
年
度
は
攻
撃
サ
ッ
カ
ー
を
基
に
ベ

ス
ト
32
を
目
標
に
新
チ
ー
ム
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

春
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
1
回
戦
山

本
高
校
と
の
試
合
は
前
半
1̶
2
で
折

り
返
す
苦
し
い
展
開
で
あ
っ
た
が
後
半

残
り
3
分
で
同
点
に
追
いつ
き
P
K
戦

を
制
し
た
。2
回
戦
泉
大
津
高
校
と
の

試
合
は
前
半
に
得
点
し
た
2
点
を
攻

め
続
け
な
が
ら
守
り
切
っ
た
。3
回
戦

は
商
大
堺
に
昨
年
度
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓

っ
た
が
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
出
来
ず
に
雪

辱
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

　

選
手
権
予
選
で
は
1
対
1
に
負
け

な
い
戦
い
と
吹
田
の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

『
シ
ン
プ
ル
、徹
底
、ト
ラ
ン
ジ
ッ
シ
ョ
ン

（
攻
守
の
切
り
替
え
）』を
合
言
葉
に
粘

り
強
く
、か
つ
攻
撃
へ
の
切
り
替
え
の

速
さ
を
基
に
戦
っ
た
。し
か
し
、3
回
戦

の
東
大
阪
柏
原
戦
で
目
指
し
て
い
た
1

対
1
で
負
け
ず
、切
り
替
え
の
速
い
攻

め
を
試
合
開
始
か
ら
行
い
、前
半
25
分

ま
で
は
互
角
の
戦
い
を
続
け
た
。し
か

し
、ミ
ス
か
ら
先
制
さ
れ
、立
て
続
け
に

3
点
を
奪
わ
れ
、後
半
も
2
点
入
れ
ら

れ
0̶
5
で
負
け
た
。

　

今
年
度
は
接
戦
を
も
の
に
す
る
気

力
と
体
力
は
充
分
に
あ
っ
た
。し
か
し
、

強
豪
校
と
の
戦
い
に
は
、ど
う
し
て
も

技
術
力
、戦
術
力
を
加
え
た
総
合
的

な
力
が
勝
敗
を
分
け
る
。吹
田
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
と
し
て
、技
術
力
、戦
術
力

を
磨
き
、21
年
度
は
必
ず
強
豪
校
に

勝
っ
て
歴
史
を
変
え
て
前
進
し
て
い
き

た
い
。　　
　
　
　
（
顧
問　

馬
場
）

10

一
年
間
の
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

高
校
時
代
の
3
年
間
は
生
涯
で
最
も
人
間
的
に
成
長
す
る
時
期
、特
に
ク

ラ
ブ
活
動
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
結
ば
れ
る
友
達
、先
輩
、後
輩
と
の
交
流

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
形
成
、成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま

す
。2
万
人
を
越
す
吹
田
高
校
卒
業
生
が
母
校
の
後
輩
の
活
動
を
注
目

し
、応
援
し
て
い
ま
す
。

10

※
記
事
内
容
は
平
成
21
年
3
月
現
在
の
も
の
で
す

〒564-0041　吹田市泉町5-11-18
TEL　06-6387-5503
FAX　06-6387-7319

株式会社 藤倉商店
代表取締役

清野　昌俊（7期）

建築材料・金物・日曜大工
・園芸用品 販売

吹田市元町7番11号　旭通り商店街中央
TEL　06-6381-1983（代）
FAX　06-6383-2522

タニモトスポーツ
代表取締役　谷本　英洋（9期）

総合スポーツ用品専門店
各種スポーツ用品全般・体育服装・体育器具

製鋼原料

大舞金属株式会社
代表取締役

大原　勝英（19期）
〒555-0043　大阪市西淀川区大野1-10-11
 TEL 06-6473-7260
 FAX 06-6473-7261

★
茶
道
部

　

今
年
は
、3
年
生
3
名
で
活
動
し

ま
し
た
。

　

練
習
は
毎
週
金
曜
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。文
化
祭
で
は
60
名
ほ
ど
の
お
客
様

を
迎
え
、薄
茶
の
点
前
を
披
露
し
ま
し

た
。ま
た
、台
湾
の
新
竹
女
子
高
校
と

の
交
流
会
で
は
8
名
の
生
徒
に
お
茶
を

点
て
る
等
の
実
技
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
が
、大
変
に
興
味
を
も
っ
て
い

た
だ
き一同
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

折
に
触
れ
て
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、後
輩
が
い
な

い
の
が
残
念
で
す
が
、3
名
と
も
毎
週

熱
心
に
稽
古
に
励
み
、且
つ
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
で
楽
し
ん
で
練
習
し

て
い
ま
す
。　　
　
（
顧
問　
　

小
山
）

★
陸
上
競
技
部

　

本
年
度
、平
成
12
年
度
か
ら
続
い
て

い
た
近
畿
大
会
出
場
が
途
切
れ
た
。

　

来
年
度
は
、現
2
年
生
に
記
録
的
に

は
上
の
大
会
を
目
指
せ
る
レ
ベ
ル
の
選

手
が
お
り
、大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。特
に
、や
り
投
げ
の
北
村
、平

田
、走
り
高
跳
び
の
野
崎
は
、オ
フ
シ
ー

ズ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
だ
い
で
近
畿
大

会
出
場
の
チ
ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ
る
。

　

そ
の
他
の
部
員
は
ま
だ
ま
だ
力
不

足
で
は
あ
る
が
、着
実
に
力
を
た
く
わ

え
て
き
て
お
り
、来
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍

が
楽
し
み
で
あ
る
。

（
顧
問　

山
口
）

★
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

本
年
度
は
善
戦
し
ま
し
た
が
、も
う

少
し
の
と
こ
ろ
で
負
け
る
試
合
が
沢

山
あ
り
と
て
も
残
念
で
し
た
。

1
年
ば
か
り
の
ク
ラ
ブ
な
の
で
、

2
0
0
9
年
は
楽
し
み
で
す
。

（
顧
問　

菱
川
登
）

★
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
団
体
戦
）

大
阪
総
体
団
体
予
選
リ
ー
グ
1
位
通
過

中
央
大
会
進
出

大
阪
ベ
ス
ト
32

（
個
人
戦
）

2
年　

喜
田
、工
藤
ペ
ア　

大
阪
公
立

大
会
ベ
ス
ト
32

大
阪
公
立
イ
ン
ド
ア
大
会
出
場

　

現
在
、1
年
5
人
、2
年
5
人
で
近

畿
大
会
目
指
し
て
頑
張
って
い
ま
す
。

吹
田
市
長
杯
な
ど
地
域
の
市
民
大
会

に
も
出
場
し
、勝
つ
こ
と
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
先
輩
方
や
保
護
者
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、毎
日
元
気
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。　　
（
顧
問　

内
田
さ
お
り
）

★
硬
式
野
球
部

　

現
在
部
員
は
1
年
生
25
名
、2
年

生
22
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。今
年
度

は
公
式
戦
で
勝
利
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ず
、大
変
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
、努
力
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。引
き
続
き
ご
声
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
顧
問　

篠
原
、大
枝
）

★
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、3
月
現

在
、1
年
生
8
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。2
0
0
8
年
度
は
、大
阪
の
中
央

大
会
出
場
な
ら
び
に
近
畿
大
会
出
場

を
目
標
に
、平
日
だ
け
で
な
く
、土
日
、

夏
休
み
、冬
休
み
も
熱
心
に
練
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。ま
た
土
日
や
夏
休
み

等
に
は
多
く
の
O
B
の
方
々
に
来
て
指

導
し
て
い
た
だ
き
、と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、2
0
0
8

年
10
月
の
団
体
戦
で
は
、大
阪
の
中
央

大
会
出
場
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

2
勝
1
敗
と
好
成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
顧
問　

内
田・打
田
）

★
卓
球
部

　

部
員
は
3
年
生
2
名
、2
年
生
5

名
、1
年
生
2
名
の
計
9
名
で
、練
習

日
は
火・水・金
で
剣
道
場
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

人
数
は
少
な
い
で
す
が
、中
学
校
か

ら
の
経
験
者
も
初
心
者
も
一緒
に
仲
良

く
が
ん
ば
って
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
人
数
が
そ
ろ
い
、男
子
は

公
式
戦
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。ま
ず
一勝
が
目
標
で
し
た
が
、

今
年
は
2
回
戦
突
破
め
ざ
し
て
が
ん

ば
り
ま
し
た
。な
か
な
か
壁
は
越
え
ら

れ
ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
顧
問　

増
田
美
弥
）

★
ダ
ン
ス
部

　

部
に
昇
格
し
て
3
年
目
。今
年
は

自
ら
が
ダ
ン
サ
ー
の
清
水
陽
太
先
生

（
数
学
）を
顧
問
に
お
迎
え
し
ま
し

た
。先
生
の
専
門
は
ロッ
ク
で
、文
化
祭

の
部
員
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、圧

巻
で
し
た
。大
阪
府
下
広
し
と
い
え

ど
、ス
ト
リ
ー
ト
を
直
接
、指
導
で
き

る
顧
問
は
少
な
い
の
で
、ダ
ン
ス
部
は
今

と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、ダ
ン
ス
部
は
創
部
以
来
の
ル

ー
ル
を
受
け
継
ぎ
、行
動
規
範
に
お
い

て
信
頼
さ
れ
る
部
に
成
長
す
る
と
と

も
、中
学
生
の
学
校
訪
問
や
対
外
的
な

学
校
説
明
会
な
ど
の
公
式
の
場
に
お
い

て
も
、そ
の
出
番
を
期
待
さ
れ
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。今
後
も
吹
田
高
校
に

ダ
ン
ス
部
あ
り
、と
存
在
感
を
一
層
高

め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
顧
問　

田
原
）

★
家
庭
科
部

　

今
年
度
は
1
年
生
4
名
、2
年
生

8
名
、3
年
生
4
名
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き「
吹
田
く
わ
い

」を
栽
培
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
収

穫
し
た「
く
わ
い
」を
使
って
幼
稚
園
児

や
高
齢
者
と
料
理
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。栽
培
や
交
流
会
の
様
子
を
、

1/31
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
2/7
の
吹
田

く
わ
い
発
表
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

家
庭
科
技
術
検
定
関
係
で
は
、11
月

の
産
業
教
育
フェア
大
阪
大
会
で
、本
校

で
の
取
り
組
み
の
様
子
を
作
品
と
と
も

に
展
示
し
、ま
た
生
徒
は
、府
内
外
の
高

校
生
や一般
参
加
の
子
ど
も
た
ち
と
手
作

講
習
会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。検
定

の
結
果
は
食
物
1
級
で
2
名
が
合
格
し
、

被
服
は
和
服
1
級
3
名
、洋
裁
1
級
1

名
合
格
し
ま
し
た
。後
輩
た
ち
は
先
輩

の
姿
を
見
て
、3
冠
王
を
目
標
に
計
画

的
に
上
級
取
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
顧
問　

中
島
美
保
子
）

Resonance  　Vo.阿部 楓　Gt.森 志宇樹　Ba.山本 耕平　Dr.今井 巧
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●吹田高校を定年退職して14年目。現在知ってい
る先生は誰もいなくなりましたが、平成6年の卒業
式に体験した卒業式の感動が今だになつかしく思
い出されます。吹高の発展と鳳志会の発展を心よ
りお祈り申し上げます。　旧職員　M/K

●毎年のプレスのご送付ありがとうございます。役員
の皆様方のご努力とご奉仕によりなつかしい母校
の想い出を手にすることが出来、いつも感謝して
います。過ぎ去った青春は遠い思い出となりました
が、後輩の皆様方のご活躍を拝見し同じ学校を卒
業したのだと改めて誇らしくうれしく思っています。
（大津在住）　1期生　K/F

●第5号なつかしく拝見しました。同期の方々は70才
代ですが若 し々く活躍されている様子でうれしく思い
ます。私も金沢に来て30年以上経ちます。それでも
大阪が大好きです。（石川県より）　3期生　K/S

●毎回楽しみにしています。悲惨なニュースが多い
昨今、田村 裕さんと小笠原 憲一さんの記事は、
親を思う心、感謝の心を持った気持ちがあたたかく
伝わりとても良かったです。田村さんは真剣に考え
て下さる優しい先生に出合われたのは素敵なこと
だと思います。　4期生　T/S

●毎回楽しみにしています。いつまでも続けて下さ
い。S30年代の卒業生や、当時の先生方のエピ

ソードが知りたいです。例えば校歌を作られた故大
塚先生、小林先生のことなども。　5期生　F/F

●横浜に転居して30有余年経過しました。2年前にリ
タイアしてから地元で地域活動で楽しく、忙しくして
いる毎日です。11月に予定されている8期生の同窓
会には出席する予定。楽しみです。　8期生　A/S

●毎号とても楽しくすみずみまで読ませて頂いていま
す。今号も表紙の田村君の写真すごくインパクトあ
りました。編集・発刊の御苦労に敬意と感謝を表し
ます。ありがとうございます。64才の今も現役の園
長（保育園）幼い子どもたち、若い保護者たち職員
たちとパワフルな日々です。66才で現役を退き、鳳
志会に参加することを目標に、もう少し……の今で
す。　10期生　O/K

●やっぱり写真は懐かしい。増田先生の幾何苦手でし
たがそれも良い思い出。良い高校生活でした。当時
はスポーツ大会やクラブ活動も盛んで、今もクラブの
お陰で、元気で生活出来ています。　12期生　T/T

●懐かしい先生の近況などが載っていて当時が思
い出されました。入学してブラバンに入部し、クラリ
ネットをやりましたが、2年生になった時、顧問だっ
た故永野昭男先生が「オーケストラにする。下手な
クラリネットは数要らん。バイオリンを買って～。教え
るから」とおっしゃて初めてバイオリンを練習。卒業

後弾かなくなって最近38年ぶりでレッスンに行き、
各地の合奏団で弾いています。主婦なのに。あー
忙しい。　16期生　A/Y

●久しぶりに高校生活を思い出しましたがソフトボー
ル部がなくなっているんですね。あの時の仲間は今
どうしているのかと懐かしく思われます。20期生3
年3組（河崎 力先生）の同窓会幹事です。連絡の
取れない方をどう探せば良いのかと悩んでいます。
20期生　M/K

●毎回、恩師や諸先輩方の動向を楽しく拝読させて
頂いています。今年は、田村君のおかげで吹高も
随分と全国的に有名になりました。しかし、彼一人
に頼るのでなく、卒業生一同それぞれの道で吹高
を盛り立てて行けたらと思い、一方で反省している
次第です。（三重県鈴鹿市より）　23期生　S/T

●担任の先生の消息を知りたいです。51歳・52歳
になっている23期生 全体で同窓会してみたいで
す。23期生　H/S

●恩師からの便りで、五百蔵先生や片山先生の記
事を読ませて頂き、大変懐かしく思いました。子供
が少なくなり統合や廃校になる高校が多い中、卒
業した学校がいつまでも輝いているってすばらしい
と思います。これからも鳳志会プレスの発行を楽し
みにしています。　28期生　T/Y

鳳志会プレス第5号の発行に多くの卒業生の皆さんから色々な
メッセージを頂きました。その一部ですが掲載させて頂きまし
た。皆様の温かいメッセージで編集委員も励まされます。今後
も充実したプレスにしていきたく思います。

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

期
24
43
10
11
16
25
10
8
7
16
11
10
8
9
7
8
4
9
9
10

6
10
9
7
10
9
11
9
9
5
8
11
10
8
9
12
19
11
8
18

7
25
9
16
9
8
7
10
11
10
9
8
8
10
19
8
9
9

名　　前
孫田　隆行
辻　和幸
西方　佐和雄
内田　　正
岡本　實
花田　政敏
桝井　忠孝
阪本　昌一
田中　洋
金子　茂
奥川　富夫
阪本　典暉
達川　孝一
由上　充男
馬場　功
須田　有彦
西野　一鋪
丸子　宏
林　幸子
白井　勝

高野　欣明
中尾　昇
玉置　康夫
清野　昌俊
三本　寛
山神　久友
森本　康次郎
清水　功
尾崎　千紘
小野山　靖郎
小西　　徹
村中　重夫
三浦　眞
宮川　征四郎
寺脇　康雄
松山　勝三
辻　隆信
西川　克弘
金岡　嗣

西本　健一
湯浅　　博
明石　真由美
前田　正利
櫛田　　豊
濱口　吉弘
森口　　隆
足立　敬次
北本　冨康
玉置　光
久喜　由美子
下村　　努
神田　賢一
馬場　源吾
神藤　加代子
山川　雅子
武長　　勝
西田　　博
岡野　麗子

クラブ名
 テニス
テニス
テニス
柔道
体操
テニス
ラグビー
陸上
野球
ラグビー
野球
剣道
柔道
一般
剣道
剣道
ラグビー
野球
一般
放送

一般
野球

バレーボール
剣道
一般
陸上
卓球
野球
一般
一般

バレーボール
テニス
バスケット
放送
一般
バスケット
バレーボール
野球
野球
ラグビー

バレーボール
一般
一般
ラグビー
一般
一般
野球
剣道
テニス
バスケット
卓球

バレーボール
化学
放送
卓球
一般
一般
一般

グロス
80
79
89
80
91
77
95
98
91
84
88
100
96
88
99
99
104
96
102
89

95
101
93
92
92
91
91
97
101
100
106
93
95
107
107
106
104
97
97
96

102
101
113
94
105
117
118
101
106
112
117
106
111
121
121
124
128
136

ハンディ
8.4
7.2
16.8
7.2
18
3.6
21.6
24
16.8
9.6
13.2
25.2
20.4
12
22.8
22.8
27.6
19.2
25.2
12

18
24
15.6
14.4
14.4
13.2
13.2
19.2
22.8
21.6
27.6
14.4
15.6
27.6
27.6
26.4
24
16.8
16.8
15.6

21.6
20.4
32.4
13.2
24
36
31.2
19.2
24
30
34.8
22.8
27.6
36
36
36
36
40

NET
71.6
71.8
72.2
72.8
73
73.4
73.4
74
74.2
74.4
74.8
74.8
75.6
76
76.2
76.2
76.4
76.8
76.8
77

77
77
77.4
77.6
77.6
77.8
77.8
77.8
78.2
78.4
78.4
78.6
79.4
79.4
79.4
79.6
80
80.2
80.2
80.4

80.4
80.6
80.6
80.8
81
81
86.8
81.8
82
82
82.2
83.2
83.4
85
85
88
92
96

第9回鳳志会ゴルフコンペ　成績表

開催日：平成２０年5月２２日　開催場所：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし）

開催日：平成２０年１０月２１日　開催場所：茨木高原ＣＣ（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし）

第11回　鳳志会ゴルフコンペの開催ご案内

第10回参加者（総数55名）

参加希望者は、事務局迄ご連絡下さい。

順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55

期
19
9
15
18
24
10
6
7
8
43
11
7
4
8
10
10
9
9
9
11

18
9
16
8
9
9
10
11
16
25
10
10
10
11
10
10
11
9
2
8

10
2
8
20
10
2
9
16
11
12
7
11
8
9
12

名　　前
辻　隆信
山神　久友
西山　裕一
滝　岩重
孫田　隆行
三本　寛
高野　欣明
田中　洋
室江　忠
辻　和幸
内田　正
足立　敬次
西野　一鋪
達川　孝一
三浦　眞
下岡　勉
松倉　壽男
林　幸子
丸子　宏
奥川　富夫

西本　健一
玉置　康夫
櫛田　豊
河野　惠一
濱口　吉弘
清水　功
白井　勝
上山　功
岡本　實
明石　真由美
阪本　典暉
西方　佐和雄
林　省之介
村中　重夫
桝井　忠孝
久野　秀夫
亀井　淳治
由上　充男
稲葉　和男
神田　賢一

中尾　昇
坂本　都
馬場　源吾
唐崎　毅
神藤　加代子
中村　寛
西田　博
金子　茂
横山　良之
松山　勝三
湯浅　博
森本　康次郎
武長　勝
下村　努
益田　宰実

クラブ名
バレーボール
陸上
テニス
卓球
テニス
一般
一般
野球
化学
テニス
柔道
野球
ラグビー
柔道
バスケット
柔道
野球
一般
野球
野球

ラグビー
バレーボール
ラグビー
柔道
一般
野球
放送
柔道
体操
一般
剣道
テニス
応援団
テニス
ラグビー
バレーボール
卓球
一般
一般

バレーボール

野球
一般
化学
体操
放送
一般
一般

柔道･ラグビー
一般
バスケット
バレーボール
卓球
一般
卓球
一般

グロス
99
92
96
91
83
94
99
99
104
84
90
101
106
103
96
102
101
94
112
86

92
104
97
103
103
114
89
101
99
98
100
112
99
98
104
110
115
102
117
117

104
114
105
110
122
108
119
100
117
120
113
105
128
129
146

ハンディ
28.8
19.2
22.8
16.8
8.4
19.2
24
24
28.8
8.4
14.4
25.2
30
26.4
19.2
25.2
24
16.8
34.8
8.4

14.4
26.4
19.2
25.2
25.2
36
10.8
22.8
20.4
19.2
20.4
32.4
19.2
18
24
30
34.8
21.6
36
36

22.8
32.4
22.8
27.6
39.6
25.2
36
16.8
33.6
36
27.6
18
36
36
40

NET
70.2
72.8
73.2
74.2
74.6
74.8
75
75
75.2
75.6
75.6
75.8
76
76.6
76.8
76.8
77
77.2
77.2
77.6

77.6
77.6
77.8
77.8
77.8
78
78.2
78.2
78.6
78.8
79.6
79.6
79.8
80
80
80
80.2
80.4
81
81

81.2
81.6
82.2
82.4
82.4
82.8
83
83.2
83.4
84
85.4
87
92
93
106

第10回鳳志会ゴルフコンペ　成績表
順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

　鳳志会活動の一環として平成21年度も5月と
10月に開催します。毎回参加者が増えていま
す。

●開催日　平成21年5月19日（火）
●会　場　茨木高原カンツリークラブ
●予定数　20組　80名予定

〈第11回　鳳志会ゴルフコンペ〉

鳳志会ゴルフ愛好会事務局
9期生　清水　功
〒564－0001吹田市岸部北1－11－2
Tel 06-6330-4031
Fax 06-6330-4032
E-Mail　i_simizu@qj8.so-net.ne.jp
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このコーナーでは各学年、クラス、クラブなどで開催された同窓会の
様子を紹介しています。皆様からの同窓会情報をお待ちしていま
す。各学年単位で同窓会をされている場合通信費の一部として鳳
志会から援助させて頂いております。鳳志会までご連絡ください。
連絡先　吹田高校内「鳳志会事務局」

TEL06-6387-6651　FAX06-6387-6567

クラス・クラブの同窓会だより

新聞部 同窓会　
開催日：平成20年10月8日
会　場：於、枚方 杉五兵衛農園
参加者：7名（6期生1名／7期生3名／8期生3名）
　未だ名簿も完備出来ない状態です。
新聞部に在籍していた人は　
　7期生 大橋正行　
　電話 0728-56-6238　または、
　〒573-1151　枚方市東牧野町11-2-605
へご連絡を下さい。
　新鮮な野菜と鯉料理に舌ツヅミを打ち、広い農園
を散策し、最後にぶどう狩りで終わり枚方駅にて解
散した。

8期生 3年3組 同窓会　寿会
開催日：平成20年9月28日～29日
会　場：於、シーサイドホテル舞子ビラ神戸
参加者：15名
　寿会としては初めての一泊の同窓会に成りました。目の前に
明石海峡大橋を眺め、遠く埼玉や東京、富山の高岡、高松と遠
方からも参加して頂き賑やかで楽しいひと時を過ごしました。

2期生の会
開催日：平成20年11月5日（水）
会　場：木曽路　江坂店
参加者：30名

4期生 同窓会
平成20年9月14日に大
阪ラマダホテルにて開
催されました。総勢60名
（先生5名）が出席し楽
しい1日を過ごしました。

7期生 3年2組 同窓会
開催日：平成20年5月24日
会　場：吹田駅前「むろ井」
学校見学：有志8名母校を
　　　　　見学しました。

9期生 同窓会
開催日：平成20年11月15日　会場：ホテル阪急インターナショナル　参加者：恩師含め75名
出席いただいた恩師は高倉先生、今井先生、高山先生

8期生 同窓会
開催日：平成20年11月16日　会場：於、ホテル阪急インターナショナル　
参加者：60名（畑中校長にもご出席いただいた） 
今回は参加者が60名と少な目でしたが、その分、和気藹 と々話が出来、十分楽しんで頂けたようです。最後は
今は亡き西田寛先生の提案で、この会の会歌の様相を呈する「高校3年生」と校歌を声高らか歌いました。

鳳一会　
昭和28年卒業の1期生の同窓会を行いました。平成20年10月25日にホテルコンソルトにて出席者は30
人と少なかったが盛大に行い親睦を計りました。来年度は卒業後60年になりますので40人を集めるつもり
でガンバっております。吹田高等学校と鳳志会のますますの発展を祈っております。（松田　弘）

11期生 同窓会
開催日：平成20年11月16日　会場：吹田駅前「磯新」　参加者：36名

16期生 同窓会
　昨年9月20日（土）、ホテル阪急インターナショナルで第十六期生の同窓会を行
い、旧交をあたため、楽しい時間を過ごすことができました。私たちの16期生の同窓会
は、今から13年前の平成8年、私達が高校一年の時のあるクラスの勇志の働きかけ
で第一回同窓会が行われました。その後、4年に1回、オリンピックの年ごとに開催し、
今回で4回目となります。

　私達が高校生活を送ったころは高度成長経済の時期、団塊の世代の後期にあたっ
て、高校三年生の時は一クラス50人で11クラスもありました。社会的には公害問題、ベ
トナム戦争、学園紛争、石油ショックなどがあり、あわただしく時間が経過して、その中にも
何か熱い活気のあった時代であったように思います。「原点に戻れ」というような言葉をよ
く聞いたような記憶があり、私達は一つの時代の転換点にその頃を過ごしていました。
　昨年の同窓会は、還暦をむかえる前年の同窓会でもありました。卒業してからのこれ
までの時間、山あり谷あり、それぞれの人生の道程を過ごしての再会は、どこかにそれぞ
れの同窓生に対して持つ気持ちの温かさ、お互いへのねぎらいの空気を感じました。
　今回の同窓会には、藤井俊介先生、今井嘉子先生、綱島哲也先生、朝倉義寛先
生の4人の元担任の先生方にもご参加いただくことができました。4人の先生方からス
ピーチをいただき、矍鑠（かくしゃく）としたその姿以上に、先生それぞれの人生への深い
洞察や、温かな人間性を感じさせられ、その上に「この時代、やはり人生を諦めないで進
んで欲しい」と励まされたときには、このむずかしい時代の中での教え子一人ひとりへの
愛情あふれる言葉に感じ入り、私などは少し胸がつまる思いがしました。40年たってもま
だホームルームの時間が続いていたのかと。先生方、お一人お一人のご健勝をお祈り
しております。今後ともよろしくお導きのほどをお願いします。そして吹田高校第十六期
卒業生のみなさん、次のオリンピックの年にもぜひまたにぎやかに集まりましょう。

25期生同窓会
開 催 日：平成20年10月11日　会場：メイシアター　参加者：30名
恩師参加：馬路先生（化学）
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平素は、野球部OB会の諸活動にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、平成21年度吹田高校野球部OB会総会を下記により開催しますので、
ご出席くださいますようお願い申し上げます。

日　時： 平成21年6月28日（日）　午前１１時より
会　場： 吹田高校　２階　会議室
内　容：・平成20年度　活動報告、決算報告
　　　　・平成21年度　活動計画、収支予算審議　他
その他　試合応援（大塚高校と練習試合の予定）

吹田高校野球部ＯＢ会 事務局　〒５６０-００１４　吹田市吹東町９-６
川口　茂 （１５期生）　TEL／FAX  ０６-６３８１-９３０８

野球部ＯＢ会　「平成21年度総会」のご案内

OB会会費納入のお願い
　OB会も現役野球部に対し、更なる発
展に向けて出来る限りの支援をしていき
たいと思っていますので、OB会費納入
をよろしくお願いします。（7月中旬に総
会報告書と振込み用紙を送付します。）

平成21年野球部OB会の新年会（16名参加）

ソ フト テ ニ ス 部 創 部 6 0 周 年 記 念
大会及び懇親会のお知らせ

　OBの皆様には、お元気にご活躍のことと、お慶び申し上げます。さて、今年はソフトテ
ニス部、創部60周年になります。就きましては、60周年記念として、下記の通り、大会及
び懇親会を開催いたしますので、是非ご出席いただきますよう、ご案内いたします

尚、今年度もOB会年会費（1口3,000円以上）をゆうちょ銀行「吹田高校軟
式庭球部OB会　記号14020　口座42942661」にお振込み頂きますよう、
よろしくお願い申し上げます。
ＯＢ会会長 13期生 西村 義雄　TEL06-6388-7923

プレゼントコーナープレゼントコーナー

●少子化が進む中、吹田高校入学志願
者が毎年増加している（平成19年1.2倍。
平成20年1.3倍。平成21年1.4倍）とのこ
と。これも先生方のご努力と共に、「鳳志
会PRESS」による2万名を超す卒業生の
活躍の風評が影響しているのであれば編
集委員としてもやりがいのあるところです。

●東京・新橋のさる居酒屋に全国約800の高等学校のノー
トファイルが保存されています。ここを訪れるサラリーマン等が
故郷の母校を思い出し自分の母校のファイルに気ままにメッ
セージを書き込むことで、同じ高校の同窓生、先輩後輩の交
流の場になっているとのことです。（テレビ情報）
吹田高校のファイルがあるか否か知りませんが機会あれば
一度訪れてみては如何でしょう。なければ吹田高校ファイル
を作ってみてください。ちなみに首都圏には300人以上の卒
業生が居住されており、出張で東京に行かれる人も多いと思
いますが・・・（M。T）

●学年、クラス、クラブ等の同窓会
をやりたいが、名簿、住所録がなく
て困っているとのお話を聞きます
が、同窓会事務局では平成18年
7月時点（一部メンテしています）で
の全体名簿を保管しています。
名簿希望があれば一部¥5000で
お分けします。又、卒業年度単位
のコピー依頼にも対応致します。
（鳳志会事務局TEL06-6387-6651）

●本年で学校創立60周年目
の記念の年になります。
還暦を迎えた歴史が、卒業生
（会員数）21,845名。
諸先輩のご苦労と繁栄が引き
継がれ母校の発展と、会員諸
氏の活躍が吹高の伝統を継
続していくでしょう。鳳志会プレ
スも末永く継続していきたいと
思います。

　今回は下記のプレゼントをご用意しました。いずれか1点ご希望
の商品をお選び頂き、同封のハガキでお申し込み下さい。抽選は
総会会場で行います。発表は発送を持って代えさせて頂きます。

6名
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日時：平成21年10月3日（土）
　　　午後6時～午後8時 
場所 ： メイシアターレセプションホール　吹田市泉町2-29-1　
　　　TEL.06-6337-1853
会費 ： ¥7,000

旧職員　大川　婦美子　　　H19-2　  逝去
旧職員　島袋　一馬　　　　H19-3　  逝去
旧職員　廣瀬　邦彦　　　　H19-11　逝去
　 2期　橋本　薫　　　　　H20-2　  逝去
　 2期　米田　滝子（鷲森）   H20-6　  逝去
　 3期　秋岡　清　　　　　H20-9　  逝去
　 3期　内記　美早子（堤）   H20　     逝去
　 8期　田畑　久　　　　　H18-4　  逝去

  8期　山本　礼子　　　　　H19-12　逝去
  9期　加藤　冨美子（米沢）   H20-7　  逝去
13期　西口　太ハ　　　　　H20-6　  逝去
15期　田村　治良　　　　　H19-3　  逝去
17期　泰地　史郎　　　　　H20　     逝去
20期　北條　英俊　　　　　H20　     逝去
20期　鴨頭　満　　　　　　H20-1　  逝去

◆平成20年　物故者連絡　鳳志会宛訃報が届きました。謹んでご冥福をお祈り致します。（敬称略）

平成21年2月現在　鳳志会で判明しております物故者の方は、会員387名、旧職員36名となっています。

日時：平成21年6月21日（日） 午後4時
場所：新大阪ワシントンホテルプラザ23F チャイナテーブル
　　　大阪市淀川区西中島5-5-15
　　　  （JR新大阪中央出口徒歩5分）
　　　TEL.06-6308-8703（直）
会費：¥6,000
幹事：筒井　進（8期生）　TEL.06-6388-6009

日時：平成21年9月6日（日）
　　　午前9時～午後5時 
場所 ： 吹田高校テニスコート　
会費 ： ¥2,000（学生） ¥4,000（一般）

放送部（SKBC）同窓会開催のお知らせ

ホテル日航茨木 大阪
ペア宿泊券（朝食付き）

ビューティセット
ミチヨボディジェル・ヒアロジー
トライアルセット
 & 北摂阪神キレイ本

1名

フランス産ワイン
赤白2本セット 3名

「マリ・アントワネット・
  ジョゼファ・ジャンヌ」
「マリ・アントワネット・
  ジョゼファ・ジャンヌ」 5名
33期生の今尾浩美さんの著書
（ペンネームは藤原アキラ）

本社　〒531-0076　大阪市北区大淀中4-11-3
TEL.06-6453-1731　FAX.06-6453-1755
メールアドレス　info@maruni-ss.co.jp

世界のコマツ建設機械部品

株式会社 丸二製作所
代表取締役　竹中義彦（3期）

吹田市片山町1丁目20-12
TEL　06-6388-6009　FAX　06-6388-0008

た　た　み
筒井　進（8期）

（株）筒 井 畳 店

振込先：口座番号　00970-5-330003　
　　　　大阪府立吹田高等学校　鳳志会（ほうしかい）

10,000円：越智マサ子、奥田喜代江　5,000円：阿部 茂、見吉賢一、岡本哲朗
3,000円：井上洋治、馬路英和、竹内一浩　
20,000円：片山 章　10,000円：井澤初美（平松）、金谷一郎　
5,000円：納谷洋子　2,000円：小山富美子（岩本）、田中 茂　
20,000円（右記6名様合計額）：中川智恵子（小原）、小川（柴田）芙美子、
松尾（西田）幸子、田中（園田）世津子、合田口（長野）千香子、福田 弘子　
10,000円：曽我隆子、中島浩子（今井）　5,000円：松田保男、鳥野 弘（平松）、
小川財弘、中村 寛　2,000円：稲沢 繁、川井　夫　
5,000円：白岩武志人、澤田光鷹、田中章子（名越）　3,000円：高橋須美子（辻
本）、岡田妙子（長島）、稲置啓一、宮本正博、吉田恭子（越智）、高橋政子、
玉置文子（二井）、松村冨美子（原田）　2,000円：磯西國男、玉越健司　
10,000円：峰下 哲　5,000円：泉 幸子（神田）、瀬川昌男、村中重博　
3,000円：前田征雄、山下 晋、藤田玲子（笠原）　2,000円：新谷 正（山本）、
高瀬敏男、瀬底勝子（森）　
10,000円：田中郁夫、小野山靖郎　5,000円：秋山輝子（秋山）、福島房枝（岩
田）、小山周子（寺西）、坂本健一　3,000円：末井典子（三澤）　
2,000円：佐藤吉彦　
52,000円：上村和輝　10,000円：竹馬忠雄　5,000円：M/T（村治）、美濃部 
覚、荒川洋一　2,000円：藤井寿子（川島）　
5,000円：久我京子（鈴木）、三木正子（三島）、三溝直人、八代 茂、開発哲夫、
湯浅 博　3,000円：百田昭一、寺西信夫、田中 洋、田中郁子（村田）　
2,000円：千葉とし子（谷口）、三宅幸子（中山）　
10,000円：中原長江、神田賢一　5,000円：広畑光弘（小谷）、湯原醇子（白
石）、武長 勝、柿本能幸、森口 隆　3,000円：伊藤雅彦、健山昌枝（松尾）　
2,000円：加藤芳子（原）　
10,000円：清水 功、川中一正、上田 誠　
5,000円：田淵禎子（日野）、早川孝久、松倉壽男、岡野麗子（平田）、満田哲夫、
田浦陽子（来代）、松川泰彦、寺坂幸子（有井）、井上武彦　3,000円：真田幸
隆、松本久子（大門）、西島経子（後藤）、寺脇康雄、渋田光子（金野）、千原邦夫
2,000円：天野和彦、堀田信行

10,000円：神藤加代子（塩崎）、木田雅子、久喜由美子（肥後）　
5,000円：玉手洋江（南本）、西川忠之、岡 喬子（山本）、東城妙子　
3,000円：高山敏雄、蒲田 弘　1,000円：中間多恵子（川上）　
10,000円：松本攸子（御田）、内田 正　5,000円：上野和明　
3,000円：吹田久子（吉田）、飯村勝之、大塚昌子（中村）　

10,000円：平田 裕、M/S（匿名希望）　5,000円：玉城 明　2,000円：植田三
郎、高橋孝子（三野）、大形之彦、藤岡万里子（堀之内）、森口富代（後藤）　
5,000円：斧 則子（中谷）　3,000円：宮野昌子（尾後）　2,000円：上村秀輝、
井上澄子（橋本）、笹部泰和　

10,000円：浜口好一、鳥居和美（中村）、唐澤八洲仁　5,000円：久次米克也、
荒谷利男　2,000円：謝花秀雄　1,000円：河合幸子（吉岡）　
5,000円：藤浦健二（浅野）、北島敏子（武田）、広常豊子（角野）　
3,000円：前田良憲、柿木 章　
10,000円：櫛田 豊　5,000円：山川 茂、瀬尾幸子　
5,000円：土井 実　2,000円：西山恵美子（横山）　
5,000円：堀口 誠　3,000円：N・T（西川）　2,000円：田中美香子（松本）、
佐藤廣美、藤本順子　1,000円：中村順子（村上）　
5,000円：池谷綱記、池谷恵子（木戸）　2,000円：村田和人、今井純子（石
川）、仲地盛和、松井詔子（近藤）、西川雅博、竹山和延　
2,000円：平尾峰清　
10,000円：上田 博　3,000円：寺内 章　
2,000円：池田義忠、市山勝久、荻野正晴　
5,000円：中山裕見子　3,000円：三宅眞嗣　
2,000円：今西正一（柚木）　

5,000円：藤原千恵子、川端直志　
2,000円：服部澄子（合田）　
5,000円：寺村富太郎　
5,000円：田中泰美（山本）　
3,000円：北 明子（岡山）　
2,000円：野口永子（田渕）　
3,000円：沼田直美（松下）、大竹直樹　
1,000円：久保田剛平　
2,000円：山田現　
2,000円：山田 完　
3,000円：渕上泰史　
5,000円：宇野あゆみ　
3,000円：横山奈央
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　鳳志会は卒業生からの終身会費（5,000円）で運営されており、
主に年1回の総会と会報発行、卒業生の名簿更新作業などを行っ
ています。その他母校の設備修復や周年行事などの準備、実施に
も協力しています。その運営にあたる役員、理事は1期から42期ま
での卒業生37名が定期的に集まり活動しています。その活動の中
で、毎年会員さんにお送りしている「鳳志会プレス」の発行費用に
苦慮しています。卒業生の皆さんには広告や寄付金などの協力を
頂き、発行していますが今後もより充実した内容の会報をお届けす
るため皆様からの更なるご協力をお願いしたいと考えております。年
1回お届けするこの会報を通じて、吹高生同士のコミニケーションと
絆が更に深まる事を願っております。今後も皆さんのご支援ご協力
をよろしくお願いいたします。

収支の差額370,938円は一般会計から支出しています。この差額分を何
とか一般会計から補填することなく会報が発行できますよう役員一同努力
しています。何卒ご理解、ご協力の程重ねてお願いいたします。

支出の部 会報制作費 618,313円
 郵送費 916,125円
 事務経費 29,500円
　合　　計  1,563,938円

収入の部 広告収入 285,000円
 寄付金 908,000円

合　　計  1,193,000円

鳳志会から寄付のお願い

寄付賛助金のお振込みは下記まで

■ 住所・住所表示・電話・氏名変更等
　 の連絡
会報お届けの封筒に貼り付けのタックシールを
確認して下さい。住所変更、表示、間違い等が
あれば卒業年・卒業期・氏名を明記の上、同封
の返信ハガキで事務局まで連絡下さい。
（平成20年度修正　
　名前変更：2 住所変更：119
　住所判明：61 物故者判明：27　
　戻り：306）

■ 会員名簿は、鳳志会で安全に
　 管理しています
卒業生の会員名簿は、鳳志会で会員の氏名及
び住所等の個人情報を安全に管理しています。

郵便局にて払込の方

振込先：口座名　大阪府立吹田高等学校　鳳志会（ほうしかい）
銀行名：りそな銀行　吹田支店　（普）5993985

銀行振込の方

■鳳志会プレス収支報告
（5号発行分 15,000部印刷、12,754部郵便にて全国に発送）

■ 次号鳳志会プレス「60周年記念特別号」に
　 情報をお寄せ下さい
　本年、吹田高校は創立60周年を迎えます。鳳志会プレス編集部では60周年を記念し、来
年5月に特別号の発行（VOL7）を予定しております。そこで今回皆様から特別号に関しての
情報を募集しています。在校時のエピソードや懐かしい写真、卒業生のいるお店・会社、恩師
の思い出、卒業生のユニークな活動・活躍、
「記念号にこんなコーナーがあれば面白い
のでは？」などご意見もどしどしお寄せ下さ
い。この特別号が卒業生同志の絆をさらに
深める事ができれば幸いです。記念号への
寄付もあわせてよろしくお願いいたします。 

鳳
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旧職員

1期生

2期生

3期生

4期生

5期生

6期生

7期生

8期生

9期生

10期生

12期生

11期生

13期生

14期生

15期生

21期生

20期生

16期生
17期生

18期生

19期生

22期生

23期生

24期生
29期生
31期生
38期生

47期生
50期生
51期生
52期生
53期生

41期生

　　　　（平成21年3月13日現在　191名　908,000円）

鳳志会　平成 2 0 年 度 　 賛 助 金 　 寄 付 振 込 者 名簿 ※敬称略 （ ）内は旧姓


